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❶令和７年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 
 ① 研究開発課題  
次世代を担う科学技術系女性人材を育成する教育デザインの開発 
 ② 研究開発の概要  

本研究では次世代を担う科学技術系女性人材を育成するため、課題研究を核とした主体的に学ぶ科学
教育プログラムを実施することで科学リテラシーを向上させる。また、グローバル社会で活躍できる高
度な言語運用能力及び、社会における課題をデータの利活用を通して解決に導く力の育成を行う。さら
に、広域連携により女子理系進学支援における社会の意識改革を目指す。本校の前期までの SSH プログ
ラムは、とりわけ研究力に秀でた生徒の育成に寄与してきた。それらをより深化させるべく、第 4 期で
は次の 4 つのテーマで研究開発を行う。 
Ⅰ．科学技術イノベーションを支える人材として必要な科学リテラシーの向上 
Ⅱ．グローバル社会で活躍するために必要となる言語能力の育成 
Ⅲ．課題を見出し、科学を通して向き合うための発想力及び思考力の育成 
Ⅳ．広域連携による、理系女子を積極的に応援する社会変容に向けた意識改革の推進 
 ③ 令和７年度実施規模 全校生徒を対象に実施（併設する清心中学校生徒も含む）。 

清心中学校                        

課程 
第１学年 第２学年 第３学年 計 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

全日制 65 2 47 2 79 3 191 7 

清心女子高等学校  ※( )内は、理系の生徒内数。 

課程 学科 第１学年 第２学年 第３学年 計 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

全日制 普通科 112 4 107(27） 4 139(42) 5 358 13 
 

 ④ 研究開発の内容  
○研究開発計画 上記Ⅰ～Ⅳの研究開発テーマに関連する、年次ごとの実施内容は次の通りである。 

第１年次 １年生には上記Ⅰ～Ⅳの研究開発テーマに関連する研究事項を、２・３年生には前期（３
期目）の教育プログラムを実施した。 

第２年次 第１年次の内容を充実させるとともに２年生「アートサイエンス」を開始した。 

第３年次 第２年次の内容を充実させるとともに研究テーマⅣにおいて「ジェンダーギャップを超
える STEAM 教育研究会」を立ち上げた。 

第４年次 中間評価の結果を踏まえて、各テーマの内容、組織的運営体制に補充修正を加えて実施。 

第５年次 第４年次までの実践を踏まえ、研究テーマごとにプログラム全体を完成させる。具体的
内容は以下の通りである。また、研究開発課題に対する取組みとしての成果と課題を明
らかにした。 
研究テーマⅠ．科学技術イノベーションを支える人材として必要な科学リテラシーの向上 
「データサイエンス入門」「SS 課題研究基礎」「SS 課題研究」「発展探究」「中学校
課題探究」「SS ゼミナール」「SS ゼミナール Jr.」「科学系クラブ活動」を継続実施。 
研究テーマⅡ．グローバル社会で活躍するために必要となる言語能力の育成 
「実践英語」「グローバル自然探究」「オーストラリア研修」を継続実施。 
研究テーマⅢ．課題を見出し、科学を通して向き合うための発想力及び思考力の育成  
「アートサイエンス」「SS フィールド探究」「里山を活用した教育活動」「グローバル
セミナー」を継続実施。 
研究テーマⅣ．広域連携による、理系女子を積極的に応援する社会変容に向けた意識改革の推進 
「女子生徒による科学研究発表交流会」「ジェンダーギャップを超えるSTEAM教育研究
会」「SSH授業研究会」「地域を対象とした科学教室」「令和7年度SD・探究活動発表会
」を継続して開催。科学教室は倉敷会場（本校）だけでなく、高梁・新見・笠岡会場で
も実施し、範囲を拡大した。SD・探究活動発表会は昨年に引き続き、教育関係者等を対
象に一般公開を行った。 



○教育課程上の特例 
教育課程上の特例により実施した特徴ある事項は下表の通りである。 

学科・ 
コース 

開設する教科・科目名 代替される教科・科目名 
対 象 

教 科・科 目 名 単位数 教 科・科 目 名 単位数 

普通科 
生命科学コース 

SS課題研究基礎 
SS課題研究 
データサイエンス入門 

1 
2 
1 

総合的な探究の時間 
総合的な探究の時間 
情報Ⅰ 

1 
2 
1 

第1学年 
第2学年 
第2学年 

普通科  
特別進学・NDSU 

SS課題研究基礎 
SS課題研究 

1 
2 

総合的な探究の時間 
総合的な探究の時間 

1 
2 

第1学年 
第2学年 

○令和７年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項 
コース 生命科学コース 特別進学コース・ＮＤＳＵ進学コース 

第１学年 「SS課題研究基礎」（１単位） 
「グローバル自然探究」（１単位） 
「SSゼミナール」（１単位） 

「SS課題研究基礎」（１単位） 
「グローバル自然探究」（１単位）※選択者 

第２学年 「SS課題研究」（２単位） 
「データサイエンス入門」(１単位)  
「アートサイエンス」（１単位） 
「SSフィールド探究」（１単位） 

「SS課題研究」(２単位) ※選択者 
「発展探究」（２単位）※選択者 

全学年 「実践英語」（１単位）  

「SS課題研究基礎」は、第1学年で全コースの生徒が履修し3学期からの先取りの取組みで、第2学年で
の「SS課題研究」につなぐ。「SSゼミナール」は単位化し、大学や研究施設において科学実験を、大学
教員や学生の指導の下で体験し、科学分野に対する興味・関心を喚起する。令和5年度に始めた「デー
タサイエンス入門」ではデータ処理とプログラミングを学び課題研究においてより論理的な思考ができ
るようになることをめざす。「アートサイエンス」では理学と芸術を融合させた分野の授業で、新たな
価値を創造する発想力・思考力を育成する。「SSフィールド探究」では、フィールドでの探究活動を実
施し、調査方法の取得並びにデータのまとめ方などを学ぶ。「実践英語」では、英語でサイエンスの内
容を学ぶとともに、自身が行った課題研究内容について英語でプレゼンテーションを行う。「発展探究
」では社会科学や人文科学などの分野の課題研究をおこなう。 
 
○具体的な研究事項・活動内容 
研究テーマⅠ．科学技術イノベーションを支える人材として必要な科学リテラシーの向上 

「SS課題研究基礎」対象：生命科学・特別進学・NDSU進学コース第１学年（１単位） 
【仮説】課題解決の思考法や科学論文の読解、データ分析を通じて「読む力」を育成し、論理構築の訓

練で「書く力」を高める。これにより、第2学年の「SS課題研究」を効率よく進め、生徒の主体的・
自立的な研究活動につなげることができる。さらに、大学研究者の講義を通じて科学研究への関心を
深め、課題研究へのモチベーションを高めることができる。 

【実践】課題解決の思考法としてロジカル・クリティカル・ラテラルシンキングの3つを位置付け、協
働学習を含む演習を実施。また、科学的な文章の書き方や統計処理も指導した。独自のテキストとワ
ークシートを作成し、誰が担当しても同様の学びができるように整備。令和7年度は数学科・国語科
教員が理数カリキュラム内で実施し、オープンデータを用いた統計分析や情報の妥当性・信頼性を検
討するワークショップを行った。2月以降は、高2で選択するSS課題研究（自然科学系）または発展探
究（社会科学系等）に分かれて事前学習を実施。事前学習前には鳥取大学・進藤先生の講義を受け、
研究テーマの設定を学び、高2の早い段階でテーマ決定を目指した。授業課題により評価を行い、全
コースの生徒に対応できるように工夫した。 

【評価】5年目を迎え、授業の体系化が進み、今年度もSSH授業研究会でも公開し、助言を得ることがで
きた。SS課題研究基礎の時間内での事前学習、大学研究者による講義のおかげで、高2のSS課題研究
・発展探究の立ち上がりがスムーズになった。年間カリキュラムの順序において、工夫する必要性が
生じており、また教材についても生徒に合わせて適宜選択する状況になるまで教材開発を進めていく
必要がある。 

「データサイエンス入門」対象：生命科学コース第２学年（１単位：情報Ⅰ１単位のうち、１単位を代替） 
【仮説】コンピュータを用いたデータの基礎的な統計処理と、プログラミングを経験することにより、

数値の意味を考えて物事を予測する力と､物事の手順を論理的に組み立てる力を身につけることによ
って､学校設定科目「SS課題研究」における活動の中で、生徒自らが問題を発見し､解決に向けて自立
的に活動することにつながる。 

【実践】課題研究に必要な情報技術を活用し、データ処理能力を養うとともに、プログラミング経験を
通じて探究活動の手順を最適化する力を育成した。本科目は「情報Ⅰ」の1単位を代替し、「データ
の活用」「アルゴリズムとプログラミング」「データの倫理」を重点的に扱った。授業ではChromebook
を活用し、Google Classroomでの連絡、Googleフォームでの確認テスト、Googleスプレッドシートで
の表計算、Google ColaboratoryでのPythonプログラミングを実施した。 
「データの活用」では、データの種類・特徴、分析の仮説・直観（フェルミ推定）、バイアス、有意



差検定、グラフ化、統計量、散布図・相関関係、回帰分析、疑似相関を扱った。「アルゴリズムとプ
ログラミング」では、Python基礎、フローチャート、探索アルゴリズム、モデル化・シミュレーショ
ン、ソートアルゴリズムを扱った。「データの倫理」では倫理違反の事件例から倫理違反の内容を考
察させた。 

【評価】年間の確認テストの集計では、知識・技能の正答率が41％、思考力・判断力・表現力の正答率
が38％となり、復習への取り組みが見られた。授業アンケート結果の自己評価では、統計に関する項
目は数学でも扱われているため理解度が高く、「わかった」という回答が9割以上を占めた。オープ
ンデータを活用した実習の効果が表れていると考えられる。一方、プログラミングの分野では、課題
に対する取り組み状況から見ても理解や使いこなす技能の習得に苦戦したようすが見て取れた。 

「SS課題研究」対象：生命科学・特別進学・NDSU進学コース第２学年（２単位および随時） 
【仮説】課題研究は、さまざまな教育内容が有機的に作用し、問題発見・解決能力、情報収集・処理能

力等を効果的に伸ばすための核となる活動である。課題研究活動を行う中で、自然科学に対する姿勢
や科学的な思考力と技能を身に付け、科学技術を利用して日常生活をより良くしていく上での基盤が
できる。 

【実践】生命科学コースは全員履修、他コースの生徒は「SS課題研究」と「発展探究」のどちらかを選
択可能としている。教育課程上は「理数課題研究」に相当し、「総合的な探究の時間」（2単位）を
代替した。研究の深化を図るため、研究機関（県内の大学等）と連携した。今年度は18名（17%）が
履修した。1年次「SS課題研究基礎」（1単位）の3学期に課題研究準備として、マインドマップ作成、
研究倫理教育、研究情報検索手法 などを実施しており、その後、各生徒の希望研究課題を調査した
ところ、生徒からの研究テーマは15であったので、専門分野を考慮して4名の指導教員を配分した。 

研究の進め方は、「少人数グループ（協力・分担を促し主体的な活動を重視）or個人研究（興味関
心に基づき、多様性と高いモチベーションを確保）」、「継続研究（前年度の研究を引き継ぎ、学年
を超えた指導の場を設ける）or新規研究（生徒の発想を活かし、研究の多様化と深化を促進）」は生
徒らの希望を尊重し、教員からの調整はしないこととした。研究活動の流れは以下の通り。 
①テーマ設定 → ②先行研究調査・実験計画立案 → ③予備実験及び本実験計画 → ④本実験・デー
タ考察 → ⑤課題研究中間報告（集まれ！理系女子）に参加 → ⑥研究成果のブラッシュアップ → 
⑦課題研究最終報告（SD・探究活動発表会）に参加 
（補足） 
・実験ノートを配布し、記録を徹底。研究の進捗や生データの蓄積を促した。 
・担当教員は研究の進捗を把握し、生徒の主体性を尊重しつつ適切なタイミングで助言を実施した。 
・長期休暇中に課外活動を設定し、研究テーマに応じて多くのデータを取得する機会を提供した。 
・校内外の課題研究発表会への積極的な参加を促し、成果発表の場を広げた。 

【評価】今年度のSS課題研究履修者は学年の約17％であり、昨年度より履修者割合は低下した。課題研
究の活動への満足度について、アンケート結果からは、課題研究は生徒にとって極めて満足度の高い
活動であったことがわかった。「探究活動がとても楽しかった」の割合が86.7%あり、大学等で研究
をしてみたいという意欲も非常に高い水準にある。実験・観察の技能が向上したという回答は約80
％、科学的思考力が向上したという回答は100％を占めた。さらにプレゼンテーション能力の向上を
実感した生徒は8割以上を占め、その中でも6割強の生徒が「とても向上した」と回答した。校内外の
研究発表会への積極的な参加（本校主催「集まれ！理系女子」のオンサイト・オンライン発表会、全
校生徒対象の校内発表会、学会等）の経験が自信につながり、次の発表会への意欲や研究の深化に好
影響を与えたと考えられる。 

「発展探究」対象：特別進学・NDSU進学コース第２学年（２単位および随時） 
【仮説】課題研究は、多様な教育内容と結びつき実践的に多くの力を伸ばす核となる活動である。対象

分野を社会科学にも広げることで、SS課題研究を経験しない生徒も課題解決型の研究を通じて、研究
への姿勢や科学的思考力を養うことができる。さらに、自然科学・社会科学・人文科学に共通する問
題発見・解決能力や情報収集・処理能力の向上も期待できる。 

【実践】本校の総合的な探究「発展探究」は、1999（平成11）年度から実施されている教科融合型の講
座選択制科目の後継である。SS課題研究は主に自然科学系の研究テーマを扱うが発展探究では主に社
会科学系の研究テーマを扱う。今年度からは指導教員の教科専門性を考慮し、「女性」「グローバル
」「医療福祉」「地域」の4つの講座を設定し、生徒は希望する講座内において自由にテーマを設定
した。今年度は高2学年の全ての教員に学年外からも指導する教員を加え、計12名の教員で指導にあ
たった。研究活動の流れ（一例）は以下の通り。 

 ①高校教員および大学の先生方等による各講座の内容に即した講義を実施 → ②夏休みに関心のあ
るテーマについて調査し、ポスター発表で論理的に視覚化する練習 → ③リサーチクエスチョンを設
定し、ペアまたは単独で課題研究を開始 → ④適宜外部有識者による講義を追加 → ⑤中間報告会（
グローカル探究活動発表会）の実施 → ⑥課題研究最終報告（SD・探究活動発表会）に参加 → ⑦最
終成果を論文にまとめて提出。 

  今年度は、中間発表の機会としてグローカル探究活動発表会をノートルダム清心女子大学にて開催
した。本校だけでなく、他校にも呼びかけ、参加校数5校、発表件数47件、参加人数119名（うち発表
者96名）という規模で実施出来、年間の指導プログラムがより充実した。 

【評価】今年度導入した講座横断的な指導プログラムにより、情報の収集・分析および活用能力を養う



指導体制の構築に一定の成果が得られた。また、外部機関との連携や校外発表を積極的に推進したこ
とで、生徒は学術的かつ専門的な知見を深めることができた。特に、本校主催の「グローカル探究活
動発表会」を中間発表の場として位置付けた試みは、外部からの客観的な評価を得る貴重な機会とな
った。これにより、生徒自身が研究の論理構成を適宜修正し、内容を一層深化させるプロセスが確立
された。さらに、本発表会は学校の枠を超えた友好・仲間意識の構築も目的としており、地域社会に
おける探究活動のネットワーク構築の一助を担った。本校生徒が参加した外部発表会の総数は昨年度
（2024年度）の3件から10件へと大幅に増加し、さらに各発表会においても優秀な成績を収めるなど、
本校の探究活動の質的向上が実証された。 

「中学校課題探究」対象：併設中学校（＝清心中学校）第３学年（１単位および随時） 
【仮説】「総合」の時間で実施している「探究学習」を「課題研究」に発展させるには、生徒が答えの

ない問いを設定し、プロセスを考えながら主体的に活動することが重要である。また、対話を重ねな
がら学びを深めることも求められる。自然科学分野の課題を設定し、テーマに基づいた研究活動をグ
ループで実施することで前述の主体性及び協働性が育成できる。 

【実践】総合的な学習の時間において、複数教科（理科・数学科・社会科・芸術科）の教員が担当者と
して授業を実施することで生徒の実態に合わせたきめ細かな指導が可能となった。個人の興味・関心
に基づいたテーマの設定を行った後、4・5人のグループを作成し、話し合いを行うことで研究テーマ
を決定した。今年度は18の研究テーマが展開された。実験方法の立案に加えて、研究倫理、論理的な
文章の作成方法、およびデータの統計的な処理方法を指導した。授業時間に加え、休み時間や放課後
の時間を利用して研究を継続できるように指導した。研究成果は令和7年度SD・探究活動発表会にお
いて発表をし、プレゼンテーション能力の向上を促した。 

【評価】実施後に行ったアンケートの結果から、「友人と協力して取り組むことができた」と答えた生徒
が95％以上と他の項目よりも高い値となった。生徒の記述アンケートでは、「生物の実験は計画通りにい
かないことがわかった」「思った結果にならなくても諦めずにやった」「データを正確にとるのはとても
困難」「実験結果だけでなく、実験するまでの過程が大切だ」などの記述があり、探究のプロセス自体に
対する難しさ楽しさに気づき、実験や観察の力が伸びたと実感することに繋がったと思われる。 

「SSゼミナール」対象：生命科学コース第１学年（随時）特別進学・NDSU進学コース第１学年希望者 
【仮説】高校で学ぶ内容を超えた高度な実験を、大学や研究施設において、大学の教員や学生の指導の

もとで体験することは、科学分野への興味・関心を喚起する上で有効である。また、大学という環境
に触れることで、進学への意識が高まり、主体的な進路選択を促すとともに、高校での学習に対する
真摯な姿勢を養うことが期待できる。 

【実践】第3期SSHまでは、主に生物学分野に焦点を当てており、生徒の科学に対する興味・関心をさら
に広げるためには、他の理系分野も取り入れる必要があった。そこで、第4期SSHでは連携する大学の
幅を広げた。令和7年度に連携した大学及び講義・実習内容は以下の通りである。 
・徳島文理大学：薬学についての講義、分子の化学合成についての実習 

 ・愛媛大学：水産学・養殖技術についての講義、環境DNA分析についての実習。 
 ・近畿大学：生体信号の計測と化学電池の作成の2つのテーマの実習。 
 ・大阪公立大学：微細藻類の資源活用の研究についての講義、ミドリムシが作った油の抽出実習。 

令和7年度も、従来の生命科学コースの生徒に加え、特別進学コースおよびNDSU進学コースの生徒
も希望すれば研修に参加できるようにした。さらに生命科学コースの生徒に対しては、実習を理科の
授業の一環として単位化し、取り組み状況や実習レポートをもとに成績評価を行った。 

【評価】愛媛大学、近畿大学、大阪公立大学での実習終了後に取ったアンケート結果では、どの大学で
の実習の場合であっても、未知のことへの興味、観測や観察への興味、自分から取り組もうとする姿
勢、友人と協力して取り組む姿勢、考える力について肯定的な回答をした生徒が約8割を越えていた。
実習を通して得られたこのような力は、高2時に行う課題研究を進めるうえで有用であるので、SSゼ
ミナールと課題研究とのつながりが期待される。 

「SSゼミナールJr.」対象：併設中学校（＝清心中学校）１～３年生（随時） 
【仮説】大学や県の研究所、自然保護センター等と連携し、多様な実習を行うことで科学への関心を広

げることができ、さらに得た知識や視点を活用することで、中学校課題探究の内容を充実させること
ができる。 

【実践】中学1～3年生を対象に希望を募り実施した。令和7年度の実習内容は以下の通りである。 
・自然保護センター環境学習：和気郡和気町にある自然保護センターにおいて、中3（4月）及び中1

（10月）を対象に、動植物の観察実習を基本とした環境学習を実施。 
・岡山県環境学習エコツアー：笠岡市白石島でトレッキングやシーカヤックを体験し、日本最初の国

立公園の一つとして指定された瀬戸内海国立公園のすばらしい景観・自然を学んだ。 
・森林公園環境学習：公園内でガイドの方から樹木の特徴やナラ枯れの問題、シカによる被害につい

て学び、服部興業山林部の協力のもと、ツリークライミングを体験した。 
・食育活動：慶應義塾大学と連携し、日本人の食生活の変化や腸内環境に関する講義を受講。その後、

麴を使って味噌を作製し、発酵について体験的に学んだ。 
【評価】毎年、同様の事業を実施しており、中学校の全学年を対象としているため、年によって実習内

容が重なることがないように工夫を行っている。実習後のアンケートによれば、野外で実際に観察し、



触れながら学ぶ体験は、生徒の自然環境に対する興味・関心を高めるとともに、多面的に自然を捉え
る視点を育むうえで有効であったといえる。加えて、全体の7割以上の生徒が「楽しかった」と回答
しており、本実習が生徒にとって充実した学びの機会となったことが確認できた。 

「科学系クラブ活動」対象：生命科学・特別進学・NDSU進学コース、併設中学校全学年希望者 
【仮説】放課後の時間を活用し、継続的に研究活動に取り組むことで、より深い内容の研究が可能とな

る。また、中高一貫校の特性を活かし、中学生の段階から課題研究を行うことで、長期的な研究活動
が実現できる。 

【実践】今年度の自然科学部は、高校生38名、中学生7名で構成された。高校生はSS課題研究を通じて
生物系の研究を進めることを主な活動としているが、そのための基礎として、生物材料の飼育・維持
が不可欠である。その一環として、希少種に指定されている両生類（イモリやサンショウウオ類）の
世話も分担して行った。さらにSS課題研究の時間内に終わらなかった実験やデータ整理を放課後に行
うことで、より深い研究へと発展させている。 

2012年に校内で作られたビオトープの生物相についての調査やナゴヤダルマガエルの保護活動、グ
ローブスクールに登録し、環境のための地球規模の学習及び観測プログラムへの参加など、活動の幅
が広がってきた。SS課題研究を履修していない高校1年生も、「動物代替チャレンジ2025」への出場
に向け、放課後の時間を利用して実験や調査に取り組み、また、組生物の飼育に加え竹の資材活用や
ビオトープの環境整備などの研究活動に取り組んだ。また、「京都大学理学部COCOUS-R2025」の採択
課題として、竹の表皮粉抽出物の活用に関する基礎研究に取り組んだ。 

【評価】科学系クラブの活動については、高校生は、課題研究のための活動が中心となり、中学生も課
題研究活動を行うことができつつある。校内では中学生が高校棟の生物教室で活動する場面が多く見
られ、お互いの活動の様子を見る機会が増えたことは良い傾向である。 

 
研究テーマⅡ．グローバル社会で活躍するために必要となる言語能力の育成 

「実践英語」対象：生命科学コース第１～３学年（１単位） 
【仮説】生命科学分野に関する専門教材を基盤として、科学英語を学びながら、実験及びプレゼンテー

ションを含めたより実践的な学びを行うことで、英語による表現力、思考力、主体性、実践的なスキ
ルを身に付けることができる。 

【実践】生命科学コースの専門科目として、3年間一貫したスパイラル型のカリキュラムを展開した。
単なる語学学習に留まらず、理科（生命科学）の探究活動と密接に連動させ、ICTを活用して情報共
有やプレゼンテーション、ポートフォリオ作成を日常化させた。 

高1では、生物多様性や分類学を題材に、観察・描写を基盤とした科学的表現の習得を重視し、現
象の過程や理由を説明する力、定義を明確に述べる力を養成した。あわせて、実験レポートの作成を
通じて科学英語の基礎を身に付けさせた。高2では、自然保護や女性研究者の業績などを教材とし、
要約や論理的表現、反論・応答といった高度な言語技能の習得を図った。また、研究活動における倫
理的課題について討論を行い、科学と社会との関わりを踏まえた思考力を育成した。高3では、統計
手法やデータ分析の基礎を学び、それらを活用して自身の課題研究を英語で発表する機会を設けた。
質疑応答を含む実践的な活動を通じて、国際的な場で研究成果を発信する能力の育成を図った。 

【評価】「生命科学」と「英語」を統合した3年間の継続指導は、国際的な視野を持つ科学人材の育成
に大きく寄与した。生徒は専門用語を駆使し、論理的なプロセスに基づいて自己の研究を言語化し、
海外の専門家とも対話できるスキルを習得した。 

「グローバル自然探究」対象：生命科学コース第１学年・第２学年（１単位、第２学年は希望者） 
【仮説】アジア諸国は多民族・多宗教国家も多く、英語も広く使われている。さらに、生物多様性を実

感するのに特に適した地域も有している。このような地域の現地の大学と連携して環境教育と異文化
理解・国際理解をテーマとした研修を実施することで、国際的な視点をもった環境意識を養うととも
に、英語運用能力の向上と、異文化への理解を深めることができる。 

【実践 ※昨年度の実施内容を記載】令和7年3月下旬に、生徒9名、教員2名がフィリピン大学ロスバニ
ョス校（UPLB）と連携した海外研修に参加した。事前学習として、本校のネイティブ教員からフィリ
ピンの食文化について学んだ。本研修では、現地4校の中高生と交流、熱帯雨林の特徴や生態系につ
いて講義、マキリン山登山、フィリピン固有種の植物や鳥について学習、火山島の周りの湖沼生態系、
マングローブ林の保全や枠割等について、現地で専門家の説明を聞きながらフィールド実習を行った。 

【評価】生徒への事後アンケートによると、研修旅行全体の満足度は約9割が「よかった」と回答して
おり、特に「フィールドワークを通して自然に親しむ」や「フィリピンの文化を楽しむ」といった体
験に対する満足度が高かった。一方で、「将来の進路を考えるきっかけを見つける」という点では評
価が低く、進路選択への影響は限定的であったことがわかった。また、生徒自身の興味や姿勢の変化
については、研修を通じて伸びたと感じた項目として、「未知のことへの興味」「自分から取り組も
うとする姿勢」「友人と協力して取り組む姿勢」が特に挙げられた。さらに、研修を通じて育成でき
る能力としては、「コミュニケーション力」と「英語運用能力」がそれぞれ8割以上と高い評価を得た。 

  研修期間中は天候に恵まれ、すべてのプログラムを予定通り実施することができた。現地の自然環
境や文化について深く学び、多様な視点を得る貴重な機会となった。 

「オーストラリア研修」対象：併設中学校（＝清心中学校）３年生 



【仮説】ホームステイを通じて、英語のコミュニケーション力を向上させるとともに、オーストラリア
の生活習慣を受け入れ、異文化の中で主体的に適応する力やグローバルな視野を養うことができる。
また、日本では見られないオーストラリアの自然・動物・天体を実際に体験することで自国以外の環
境にも興味・関心を広げることができる。 

【実践】令和7年6～7月に生徒62名を対象に実施した。事前学習では英語等の授業内でシチュエーショ
ンに応じた日常会話の練習を行い、理科の授業では南半球と北半球における天体の動きの違いについ
て学習した。現地では英語を共通言語として生活を共にすることで濃密な異文化体験ができ、「シャ
フストン・インターナショナルカレッジ」にて、習熟度別のグループで英語の授業を受講した。授業
内容はアボリジニー文化、オーストラリアの伝統菓子、動物など、滞在中の体験と関連づけられた内
容が中心であった。また、サイエンスセンター、博物館、世界遺産ラミントン国立公園、ローンパイ
ン・コアラ保護区、ボタニカルガーデンを訪問し、さらにオーストラリアの伝統菓子作りやアボリジ
ニー文化の体験活動を行った。帰国後は文化祭で、クラスごとに研修中に調べた内容をもとに発表・
展示を実施した。 

【評価】現地研修再開後のアンケート結果について比較・分析を行った結果、生徒の主体的なコミュニ
ケーション態度や科学的好奇心、異文化適応力の向上が明らかとなった。令和7年度においては、「
積極的に英語でコミュニケーションしようと努力した」と回答した生徒が95.2％に達し、「英語の説
明を聞きながら体験することで学べた」との記述から、受動的な英語学習が体験を通じて主体的・能
動的な理解へと発展していることが確認された。さらに、97％の生徒が英語の重要性を実感し、ほぼ
全ての生徒が自身の成長を実感している。加えて、日本では触れる機会の少ない植物や南半球特有の
天体に直接接した経験が科学的好奇心を強く喚起するとともに、ホストファミリーとの生活や多様な
活動を通して、異文化を肯定的に受容する姿勢が育成された。以上より、本研修は英語運用能力の向
上にとどまらず、科学的探究心および異文化理解の深化に大きく寄与していることが示唆された 

 
研究テーマⅢ．課題を見出し、科学を通して向き合うための発想力及び思考力の育成 

「アートサイエンス」対象：生命科学コース第２学年（１単位） 
【仮説】理学、工学と芸術を融合させた授業を実施することで、複数の分野を横断しながら新たな価値

を創造する発想力・思考力を養うことができる。また、自分なりの視点でものごとを捉え、独自の答
えを生み出すプロセスを通じて、新たな価値の創出や意味の構築力を育むことができる。 

【実践】「総合的な探究の時間」の枠内で実施した。授業では、自分なりの答えを導き出すアート思考
の訓練から始め、自然科学に内在するアートの要素を教材として活用した。具体的には、理学と芸術
を組み合わせるという発想から、対称性をもつ生物の形態、美しさについて記された科学論文、建築
物及び自然物に含まれる造形美・機能美などを扱い、数学的に美しさについて分析・考察する活動を
行った。3DCADソフトを使って構造物の設計も行った。また、授業で学んだ内容をベースにそれぞれ
がテーマを決めての探究活動も行った。 

【評価】授業後に取ったアンケートで、「授業は興味深い内容だった」「自分の視野が拡がった」「総
合的にこの授業に満足した」について全員が肯定的に回答していた。また、「この授業により、特に
伸びた、培われたと思うこと」についての回答は、「発想力・独創性」と答えた生徒が大半であり、
他にも「未知の事柄に関する興味・関心」と回答する生徒も多かった。この授業の目的である、新た
な価値を創造する発想力・思考力の育成について、効果的な授業内容だったと考えられる。 

「SSフィールド探究」対象：生命科学コース 第2学年（1単位） 
【仮説】自分たちが住む地域とは異なる気候帯の地域と比較しながら、専門家の指導のもとで自然体験

を行うことで、自然への関心を深めるとともに、その科学的理解を高めることができる。さらに、こ
の研修をフィールド活動から結果のまとめ、考察へとつなげる探究的な流れとすることで、科学的思
考力の育成にもつながる。 

【実践】事前学習は岡山県津山市の黒木キャンプ場周辺で実施した。岡山理科大学の先生の指導のもと、
花崗岩の節理の調査など、より専門的な学びを行った。樹木調査および針葉樹林の二酸化炭素固定量
の算出方法を学習し、屋久島でのフィールド調査がスムーズに進められるよう準備を整えた。また、
事前にグループ単位で研究テーマを策定する手法を導入したことで、より明確な目的意識を持って現
地調査に臨むことが可能となった。 

  本研修は、10月に4泊5日の日程で屋久島及び桜島で実施し、生徒11名と教員2名が参加した。現地
での地学分野の専門的な説明を岡山理科大学の先生に指導して頂いた。実習内容は、東シナ海・永田
いなか浜での地学巡検、西部林道でのフィールドワーク、大川の滝・千尋の滝の見学、ヤクスギラン
ドでの植生調査・屋久杉調査、屋久杉自然館訪問、春田浜海水浴場での離水サンゴ礁調査、安房川で
のカヤック体験、かごしま水族館訪問、桜島溶岩地帯の地質調査であった。 

研修後は、昨年同様、10月に全体での振り返りを実施。特に地学分野の班は、岡山理科大学の先生
の研究室を訪問し、採取した岩石の研磨作業などより高度な分析実習に取り組んだ。 

  研修のまとめとして、令和7年度SD・探究活動発表会や第8回高校生サイエンス研究発表会ですべて
の班がオンライン発表を行い、研修の成果を発信した。 

【検証】事後アンケートでは、研修全体の満足度は100％に達した。特に「フィールドワークを通じた
自然との親和」への満足度が極めて高く、具体的には「安房川カヤック」「春田浜・離水サンゴ礁調
査」「ヤクスギランド」「西部林道」での活動が上位を占めた。一方で「将来の進路検討」への寄与



については相対的に低い結果となった。 
生徒自身の変容については、「観測・観察への興味」「発見する力」「探究心（真実を明らかにし

たい気持ち）」「思考力」の各項目で顕著な伸長が見られた。実体験を伴う調査学習が、科学的な学
習意欲とスキルの向上に直結したと評価できる。 

「里山を活用した教育活動」対象：全校生徒、保護者、地域参加者（希望者） 
【仮説】本校は才公山の豊かな自然に囲まれており、南斜面には孟宗竹林、西斜面には真竹林が広がっ

ている。そのような環境を生徒自身の手で整備する活動を通じて自然との共生に対する理解を深める
ことができる。さらに、本校にあるビオトープを活用することで、生徒が身近な自然に興味・関心を
持ち、その魅力を実感できる機会を創出する。 

【実践】授業において竹林整備を行い、里山の恵みを享受するとともに、適切な人為的介入が自然との
共存に不可欠であることを生徒に実体験させた。具体的には、4月～5月にタケノコの収穫（高3）、
メンマの仕込み（高2）を実施した。2月に孟宗竹林の間伐（中3）を予定していたが、インフルエン
ザにより学年閉鎖となったため、やむなく中止した。 

あわせて、令和7年度「緑の募金」事業の助成を活用し、竹林内に林道を新設した。枯竹の除去を
進めることで、より安全で円滑な教育活動が可能な環境へと整備した。放課後には自然科学部の部員
を中心に、校内の環境整備を推進した。 

【検証】タケノコの収穫に加え、長期保存を可能とするメンマ作りを実践した。生徒は収穫や加工、イ
ベント運営を楽しみながら、里山の恩恵を享受するためには適切な整備（人為的介入）が不可欠であ
ることを実体験として理解し、主体的に作業に励む様子が見られた。こうした姿から、体験学習を通
じて「自然との共生」への理解が着実に深まっているといえる。また、これまでは急勾配の斜面が物
理的な障害となっていたが、助成事業による通路整備を進めたことで、里山をより身近な教育フィー
ルドとして活用できる環境が整った。 

「グローバルセミナー」対象：全校生徒 
【仮説】グローバルな課題解決に向けて尽力している科学者や起業家等を招聘し、全校生徒を対象に講

演会を設定することで、社会における課題について深く理解するとともに、その解決に向けてのアプ
ローチの方法の一端を学ぶことが出来る。 

【実践】東京大学工学部学長の加藤泰浩氏をお迎えし、「みんなで未来を拓いていこう」と題した講演
を行って頂いた。ものの考え方・見方を紹介して頂くことで、生徒らは多様な視点を得ることが出来
ると期待して実施した。また、本校生徒にとってなじみの薄い工学部についてよく理解できる内容で
あった。 

【検証】アンケート結果を見ると、講演後には理系学部（医・看護を除く）への関心が高まっており、
「関心がある」「とても関心がある」と答えた生徒の合計は、受講前93名（32.2％）から受講後160
名（55.4％）へと67名増加した。特に「とても関心がある」は12名から26名へ増えており、本講演が
理系分野や大学での学びに対する関心喚起に一定の効果をもったことが分かる。 

 
研究テーマⅣ．広域連携による、理系女子を積極的に応援する社会変容に向けた意識改革の推進 

「集まれ！理系女子 女子生徒による科学研究発表交流会」 
【仮説】女子生徒による科学研究発表交流会の実施は、理系女子生徒同士の友好関係や仲間意識を深め

るとともに、活躍する理系女性をロールモデルとして学ぶことで、将来のキャリアを具体的にイメー
ジする機会を提供する。また、本交流会を通じて、理系女性の活躍を促進し、社会の意識改革や啓発
活動にも寄与することができる。 

【実践】2009年より開始したこの交流会は、令和7年度で第17回を迎える。令和7年度はオンサイト大会
を2回、オンライン大会を1回実施した。各大会の参加者数、発表件数は以下の通りである。なお、交
流会の詳細については❸関係資料に掲載している。 

 （オンサイト東海大会）参加者数：生徒84名、教育関係者・その他12名、参加学校数：8校、発表件数：34件 
 （オンサイト全国大会）参加者数：生徒150名、教育関係者・その他51名、参加学校数：16校、発表件数：95件 
 （オンライン全国大会）参加者数：生徒57名、教育関係者・その他17名、参加学校数：13校、発表件数：29件 
【検証】毎年開催している交流会であり、多くの学校や生徒に参加して頂いている。実施体制について

は、東京都立大学、奈良女子大学、大阪公立大学、愛媛大学の4大学と連携して実施する形が安定し
ており、協力体制が構築できている。今年度は東京都立大学の大学院生も研究発表をして頂き、ロー
ルモデルの提供をより充実させた。実施後のアンケート結果も概ね良好であり、継続開催することで、
仮説内容について一定の効果があると考えられる。 

「ジェンダーギャップを越えるSTEAM教育研究会」 
【仮説】理系分野におけるジェンダーギャップに焦点を当てた問題提起を行うとともに、授業案の提供

や教員同士の交流を促す教育研究会を大学と連携して実施することで、教育現場における意識改革を
進めることができる。こうした取り組みを通じて、女子生徒が理系進路を前向きに選択できる環境を
整備することにつながる。 

【実践】奈良女子大学、立命館中学・高等学校と連携し今年度は教育研究会を2回実施した。各回の参
加者数及び概要は以下の通りである。なお、教育研究会の詳細は❸関係資料に掲載している。参加者
数は32名（オンライン参加含む）で、当日の内容は、本田孝子氏（日建設計 設計監理部門 設計グル



ープ代表 執行役員）及び坂口真康氏（大阪大学大学院 人間科学研究科 准教授）による講演、教員
・大学生・高校生が登壇してのパネルディスカッションであった。 

【検証】大学と連携して実施しており、中等教育現場に限らず大学関係者の参加もあり、非常に多様な
参加者が集まる会となっている。授業後のアンケートでも、本研究会が参加者の認識を広げ、課題意
識を喚起する機会として有効であったことが確認できた。 

「SSH授業研究会」 
【仮説】生徒が主体的に課題に取り組むためには、基礎的な知識や技能を活用する場を設定し、課題解

決に必要な思考力・判断力・表現力を育成することが重要である。このような場面を授業の中で意図
的に設けることで、生徒の学習意欲を向上させ、能動的な学習姿勢を育むことができる。さらに、その
授業を校外に公開し、多様な意見を取り入れることで、教材開発の充実や授業改善・授業力向上につ
なげることが可能となる。 

【実践】第4期SSHでは「課題解決に繋げるための論理的思考・批判的思考・水平思考を意識した授業展
開」をテーマとした研究授業を公開している。これら3つの思考法を授業の中で組み合わせ、多様な
発想のもと多面的な見方ができる力の育成を目指した。 

当日は、国語・社会・数学・理科・理数（SS課題研究基礎）・総合（アートサイエンス）の授業を
公開した。授業後には研究協議を行い、ディスカッションを通じて授業改善に取り組んだ。また、清
田哲夫氏（岡山大学学術研究院教育学域教授）を招いた教育講演会も開催した。外部から25名の参加
があった。各教科の指導案は当日に配布する他、本校のSSHホームページに公開している。 

【検証】授業後に実施した研究協議では、授業のねらいや指導上の工夫、生徒の思考の深まりについて
活発な意見交換が行われた。参加者からの多様な視点による助言や意見は、授業者にとって自らの実
践を振り返る契機となり、授業改善及び指導力向上につながる有意義な機会となった。清田氏による
講演では、教員が探究活動の本質を再認識するとともに、問いを重視した授業づくりの必要性を共有
する機会となった。 

「地域を対象とした科学教室の開催」 
【仮説】本校の近隣には小学校があり、地域の子どもたちの科学への興味・関心を高める教育活動を行

うことで、本校が科学教育の拠点の一つとして地域社会に根付くことができる。さらに、本校生徒が
スタッフとして運営や指導に携わることで、科学リテラシーの向上や指導力の育成にもつながり、よ
り実践的な学びの場を提供することが可能となる。 

【実践】今年度も休日に本校を会場として、地域小学生や大人を対象とした科学教室を3回実施した。
実施概要は以下の通りである。 

 ・粘菌観察実験教室：日本変形菌研究会と連携し、本校校内で変形菌を採集する活動や変形菌につい
ての講義を実施した。実験室で培養した変形菌を顕微鏡下で観察する活動も行った。当日は13名の
参加があった。 

 ・生きる力楽習カレッジ理界村：「科学と人間生活」を履修している生徒に小学生対象の理科実験を
考案してもらい、授業内で予備実験を実施した。更に当日スタッフを校内で希望者を募った。令和
7年度は、他校からの出展も依頼し、2校の協力を得られた。当日は小学生70名、保護者・兄弟姉妹
74名の参加があった。実施後、生徒が考案した実験内容をまとめた小冊子を作製し、倉敷市内の小
学校へ配布し、理科教育の支援をはかった。今年度は倉敷会場だけでなく、高梁・新見・笠岡会場
においても同様の企画を実施した。 

 ・清心竹ワークショップ：おかやま森づくりサポーターと連携し、竹を資材として活用する活動を年
間11回行った。参加者の多くは、小学生親子で本校生徒・保護者も参加し、竹の活用をテーマに、
季節に合わせた自然の恵みを体験するプログラムとした。参加者数は延べ850名（小学生・保護者
含む）であった。 

 ・ライトトラップ夜の昆虫観察会：岡山県環境保全事業団と連携し、昆虫が明かりに集まってくるか
についての講義や、実際に集まってきた昆虫たちを観察した。校内の2か所で実施し、様々な種類
の昆虫たちを観察することができた。当日は65名の参加があった。 

【検証】粘菌観察実験教室、理界村は開催すれば一定の参加者が確保できており、科学教育の振興の目
的を果たしている。竹ワークショップはリピーターも多く、参加者同士で連携、協力し合える関係性
が構築されており、持続可能なイベントとなっている。本校の自然環境を活かした科学教室は、多く
の既存の科学教室とは異なる特色ある企画となっている。これらの取り組みを通じて、本校が地域の
科学教育の拠点として根付く可能性が高まるとともに、生徒の指導力向上にも寄与している。ライト
トラップ観察会は昨年に引き続き実施し、今回も多くの参加者を集めることができた。 

「SD・探究活動発表会」 
【仮説】校内で進められている探究活動や課題研究の成果を一堂に集め、相互に発表し合う場を設ける

ことで、各研究の理解を深めるだけでなく、プレゼンテーション能力の向上にもつながる。さらに、
この発表会をSSH校や地域の学校教員、教育関係者、保護者に公開することで、研究成果の普及が進
み、自然科学・社会科学を横断する探究活動の理解促進につながる。 

【実践】外部の方が参加しやすいように土曜日開催とした。中1、中3、高2の生徒は全員教育課程内で
実施している探究活動、課題研究活動の発表を行った。発表件数は95件であった。生徒の発表後、山
トヨタ自動車株式会社代表取締役社長の梶谷俊介氏による講演が行われ、主体的に学ぶことの重要性



や、有識者の意見を鵜呑みにするのではなく、自ら考え、判断し、決定していく姿勢の大切さについ
て教えて頂いた。 

【検証】本発表会では、中高一貫校で行われている探究活動や課題研究の成果が一堂に集まり、学校全
体の探究的な取り組みを同時に知る貴重な機会となった。特に、中学1・2年生にとっては、今後自ら
が取り組む課題研究活動の参考となり、高校2年生の本格的な研究成果を知る機会となった。これに
より、上級生が下級生に科学の面白さを伝える場ともなっている。発表者にとっては、研究ポスター
や要旨を作成することで、研究内容を文章と図で明確に表現するスキルを養うことができた。このよ
うに、本発表会は単なる研究成果の発表の場にとどまらず、探究活動の発展と学びの深化を促し、生
徒同士の相互学習や学年間のつながりを強化する重要な場として機能している。 

  今年度は外部から105名の参加があった。多くの方に生徒の発表の様子を聞いていただいたことで、
探究活動の理解促進にもつながったと考えられる。 

 ⑤ 研究開発の成果 （根拠となるデータ等は「❷実施報告書（本文）」「❸関係資料」に掲載。） 
１．生徒の変容 
 令和 7 年度の SSH 事業の実施を通して、生徒の資質・能力の変容として、多面的な伸長が確認された。
特に、自己の興味関心を起点に学びを深める内省的知能や、自然事象を観察・分類し関連付ける博物学
的知能、構造や位置関係を把握する空間的知能において向上が見られ、フィールドワークや課題研究を
軸とした探究活動の効果が示された。一方で、論理・数学的思考力や、自身の考えを言語化し他者に伝
える力については、引き続き育成の余地があることが明らかとなった。 

また、リサーチリテラシーテストや数理探究アセスメントの結果からは、仮説設定や実験計画、資料
の読み取りといった基礎的な研究力について一定の成果が認められた。継続的な探究活動の積み重ねに
より、研究の基本的プロセスは着実に定着しつつあると考えられる。一方で、測定方法の工夫や統計的
な見方の活用、多面的・批判的な考察、創造的な発想といったより高度な能力については、今後の課題
として位置付けられる。 

SSH 事業についての生徒アンケートからは、SSH 活動が学校での学習に役立つと感じている生徒が多く、
探究活動が教科学習と有機的に結び付いていることが確認された。また、女性科学者・研究者の必要性に
ついての認識は非常に高く、具体的な人物像を想起できる生徒も増加しており、理系進路やキャリアに対
する意識の深化が見られる。加えて、科学技術に関する知識を一般教養として必要と捉える生徒が多数を
占めており、科学への関心の高まりとともに、その社会的意義を理解しようとする姿勢が育まれている。 

学会や研究発表会に積極的に参加し以下の受賞をはたした。自然科学系の受賞実績については、
「Regeneron ISEF 2025」への参加による文部科学大臣特別賞、「第 69 回日本学生科学賞県審査」にお
ける読売新聞社賞及び奨励賞、「第 23 回高校生・高専生科学技術チャレンジ（JSEC2025）」における
敢闘賞及び入選、「令和 7 年度生物系三学会中国支部合同大会」における最優秀賞など、優れた成績を
収めることができた。また、「発展探究」で取り組んでいる社会科学系の課題研究については、「甲南
大学リサーチフェスタ 2025」や「自由すぎる研究 EXPO2025」で受賞するなど、外部の研究発表会にお
いても着実に成果を上げている。 
２．卒業生の変容 

卒業生へのアンケートでは、約 8 割が現在の大学での学びにおいて SSH での経験が役立っていると回
答しており、その影響は顕著である。特に、「主体的に学びに取り組む姿勢」や「自ら問いを立てて考
える力」に加え、「問題発見力・解決力」「論理的思考力」「発想力」「プレゼンテーション力」とい
った、探究活動を通して培われる総合的な研究力の伸長が実感されている。自由記述においても、課題
研究や実験、研究発表、科学英語の学習経験が、大学における研究活動やレポート作成、発表場面にお
いて大きな支えとなっていることが示されており、本校での学びが高等教育への円滑な接続に寄与して
いることが明らかとなった。 
３．保護者の変容 

保護者への調査からは、SSH 活動が本校の教育的特色として高く評価されていることが確認された。
特に、生徒の理科・自然科学に対する興味関心を高める取組として有効であるとの認識が強く、学校選
択の判断材料や学校理解の促進にも寄与していると考えられる。また、SSH を通して育成される力とし
ては、論理的思考力やプレゼンテーション力、問題発見力・問題解決力などへの期待が大きく、課題研
究やフィールドワーク、大学での実習、研究発表会といった実践的な学びへの参加を望む声が多く見ら
れた。一方で、学校設定科目や具体的な取組内容に対する認知度にはばらつきがあり、SSH の教育的意
義や日常的な学びの様子について、より分かりやすく継続的に発信していく必要性も示唆された。 
４．教職員の変容 
教職員の意識調査においては、SSH 事業が学校の特色形成や教育活動の活性化に大きく寄与していると

の認識が共有されている。特に、大学や研究機関、企業等との連携による講義・実習や、外部講師による
指導が、生徒の科学的関心や進路意識の向上に効果的であると評価されている。また、生徒に育成されて
いる力として、従来重視されてきた論理的思考力や表現力に加え、近年では問題発見力や課題解決力とい
ったより実践的な能力の伸長も強く意識されている。さらに、探究活動が中高を通じた教育課程の中に体
系的に位置付けられることで、教科横断的な指導の広がりが見られるとともに、教員自身の教育研究や外
部発表も活発化しており、SSH が教員の専門性向上や授業改善にも寄与していることが確認された。 
５．学校の変容 

学校全体としても、SSH 事業の推進に伴い、対外的な発信力および外部連携の質・量の両面で大きな



進展が見られた。SSH 専用ホームページの整備により、活動内容の発信や資料の公開、イベント申込等
を円滑に行う体制が構築された。これにより、学校の教育活動に対する社会的認知の向上と業務効率化
が図られている。また、地域向けの科学教室や体験型プログラムの継続実施を通して地域との結び付き
が強化され、大学・研究機関・企業・行政との連携も一層拡充された。これらの取組は、本校の SSH 活
動が学校内にとどまらず、地域や高等教育機関、社会と有機的に結び付いた教育実践として展開されて
いることを示している。 

 ⑥ 研究開発の課題 （根拠となるデータ等は「❷実施報告書（本文）」「❸関係資料」に掲載。） 
 本校は第3期SSHまでの15年間の取組を踏まえ、第4期において「次世代を担う科学技術系女性人材を育成

する教育デザインの開発」を研究開発課題として設定し、4つのテーマに基づく実践を進めてきた。令和7

年度はその最終年度として、これまでの取組を総括し、研究開発の過程で明らかとなった課題を整理すると

ともに、今後の方向性について検討を行った。 

１．テーマを超えた全体的課題と改善策 

 SSH事業については、一部の担当教員に依存する傾向が見られ、全教員が研究開発課題を十分に理解

し主体的に関わる体制の確立が課題である。これに対し、校内研修や授業研究会を体系的に位置付け、

SSHの理念や各テーマのねらいを共有する機会を定期的に設けるとともに、研究授業や日常の実践を資

料として可視化し、教員間で共有する仕組みを整える必要がある。さらに、教務部・事務部を含めた組

織的な役割分担を明確化し、SSHを学校全体の教育活動として位置付けることで、全教員が主体的に関

わる体制の構築を図る。 

２．各テーマに共通する課題と改善策 

各テーマの実践を通して、資質・能力の育成と評価の在り方、学びの連続性、言語能力の育成、及び社会

への波及といった点に課題が見られた。まず、SSH事業を通して育成を目指す資質・能力については、個々

の取組ごとに捉えるのではなく、学校全体として整理し直し、評価指標として明確化する必要がある。その

ため、課題研究や各種実習、講演会、発表活動等と資質・能力との対応関係を整理するとともに、ルーブリ

ックや各種アセスメントを活用し、生徒の変容を継続的に把握・分析し、指導改善へとつなげていくことが

求められる。 

 また、課題研究においては生物分野への偏りが見られることから、物理・化学・数学・情報分野への広が

りを意図的に促す必要がある。さらに、各探究活動で得られた学びが相互に十分接続されていない点も課題

であり、アートサイエンスやSSフィールド探究等での学びを整理し、課題研究へと発展させるカリキュラム

設計を行うとともに、学習記録や成果物の蓄積・共有によって学びの連続性を高める必要がある。 

 言語能力の育成に関しては、グローバル自然探究を事前・事後学習を含めた一体的な学びとして再構成す

るとともに、課題研究と連動した英語での要旨作成やポスター発表、口頭発表の機会を計画的に設定するな

ど、科学的内容を英語で表現する実践的な学習機会の充実が求められる。これには、英語科と理科・数学科

等の教科横断的な連携の強化が不可欠である。 

 さらに、理系女子支援の取組については、生徒個人の意識変容にとどまらず、社会全体への波及につなげ

る仕組みが十分とはいえない。そのため、「集まれ！理系女子」や探究活動発表会等の成果を地域や教育関

係者、保護者に積極的に公開するとともに、WebやSNS等を活用した発信を強化し、生徒自身がロールモデル

として発信する機会を設けることで、学校内外の意識変容を促進する必要がある。 

３．指定期間全体を通した課題と今後の研究開発の方向性 

 研究開発の成果の検証については、個別の取組ごとの評価にとどまり、全体としての統合的な分析が十分

ではない点が課題である。このため、評価指標やデータ収集方法を統一し、課題研究や各種プログラム、ア

セスメント結果を関連付けて横断的に分析する体制の整備が求められる。 

 また、SSH事業が一部の取組や担当者に依存する傾向があり、持続可能な運営体制の確立も重要な課題で

ある。これに対しては、組織体制と役割分担を明確化し、校内研修や実践共有を通して教員全体で関わる仕

組みを構築することで、指定終了後も継続可能な自走型の体制へと発展させる。 

 さらに、研究成果の外部発信については一定の成果が見られるものの、理系女子教育のモデルとして社会

に広く浸透するまでには至っていない。このため、論文や報告書に加え、Webや動画等の多様な媒体を活用

した発信を行い、広域連携のネットワークを通して他校や大学、企業との協働を進めることで、本校の取組

の普及を図る必要がある。 

 以上を踏まえ、今後は各SSH事業を有機的に連携させながら、探究活動とデータ活用を基盤とした教育を

全校的に展開し、理数系教育の取組を自走化していくことを目指す。また、研究成果を広く社会に発信する

ことで、理系女子教育の発展と社会の意識変容に貢献していく。 
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第 4 期 SSH の 5 年間の取組の総括 

 
 本校は中学校（女子校）を併設し、姉妹校として他県に女子中・高等学校、同じ県内に女子大学・大学院・

大学附属幼稚園・大学附属小学校をもつ、今年で創立 139 年を迎える女子校であるが、女性を取り巻く社会

状況の変化に対応して、その社会的役割を再点検して教育を変革していく必要が生じている。先進諸国と比

較して、日本では研究者に占める女性の割合は依然として低いなど、科学技術分野での女性の活躍が極めて

少ないことは大きな社会課題であり、女子の理系教育の充実は常に意識して進めなければならない。第 1 期

～第 3 期の SSH による教育研究開発を進める中で、生命科学分野を中心とした理系教育を充実させ、成果を

上げてきたが、第 4 期では上記の視点での SSH 教育研究をさらに推進するため、以下の仮説を立てた。 
 
【研究開発の仮説】 

次世代を担う科学技術系女性人材を育成していくためには、理系分野への興味・関心を高め、主体的に学

ぶ姿勢を育てる教育プログラムが有用である。また、グローバル社会で活躍できる国際感覚と言語運用能力

を高めることで、その人材の活躍の幅がさらに拡がると考えられる。さらに、社会における課題を見つけ、

データの利活用を通して解決に導く力が必要である。そして、他の高校及び高等教育機関と連携した教育シ

ステムをつくることで社会の意識改革が進んでいくと考えられることに加え、先進的な教育内容を紹介する

場を設定することや、新聞等のメディアを有効に利用し、社会に強く訴えることは、社会の意識改革を進め

るうえで効果的であると考えている。 
以上の研究開発における基本構想は、以下の 4 つの研究テーマを掲げ、教育内容を実施することで達成で

きると考えられる。 
Ⅰ．科学技術イノベーションを支える人材として必要な科学リテラシーの向上 

Ⅱ．グローバル社会で活躍するために必要となる言語能力の育成 

Ⅲ．課題を見出し、科学を通して向き合うための発想力及び思考力の育成 

Ⅳ．広域連携による、理系女子を積極的に応援する社会変容に向けた意識改革の推進 
 以降、第 4 期（令和 3～7 年度）で進めてきた取組みについて研究テーマごとにまとめる。 
 

【実践】 

研究テーマⅠ．科学技術イノベーションを支える人材として必要な科学リテラシーの向上 
 研究テーマⅠは、SSH の研究開発を進める上で最も根幹となるテーマであった。このテーマでは、理系分

野への興味・関心を高めることに加え、大学進学後にも有用となる科学リテラシーの向上を目指した教育研

究を進めることを目的とした。生徒の主体的に学ぶ意識や進学意欲を高めるため、大学等の高等教育機関と

の連携を構築し、専門的な科学教育を実施してきた。前期までの課題を踏まえ、第 4 期 SSH では、生物系以

外の分野にも興味・関心を広げるため、幅広い科学分野を扱った。 
 特に第 4 期では、新たな SSH 学校設定科目である「データサイエンス入門」（３－１に記載）を開始した。

この授業では、データの利活用、特に SS 課題研究での活用を念頭に置きながら、カリキュラムの最適化を図

ってきた。2021〜2022 年度には、表計算によるデータの視覚化、基本的な統計量（平均・分散・相関）、Python
による基本的な制御構造とデータ集計を中心に扱った。2023 年度には、フェルミ推定による仮説構築や、デ

ータの偏り（バイアス）、統計的仮説検定（ベルヌーイ試行）など、探究活動における意思決定に直結する内

容を拡充した。2024〜2025 年度には、疑似相関の理解や探索・ソートといったアルゴリズム、さらに数理モ

デル化とシミュレーションのプログラム作成など、より高度な情報・数理的アプローチを取り入れた。これ

まで情報科の SSH 学校設定科目がなかった本校にとっては大きな挑戦であったが、生徒の自己評価におい

て統計処理全般に対する理解度は一貫して高く、「課題研究でデータサイエンスの授業内容が役立っている」

といった記述も見られた。本科目は生命科学コースにおける「理数教育の基盤」の一翼を担う内容となって

おり、当初のねらいに対して一定の成果を上げたと言える。 
 学校設定科目「SS 課題研究基礎」（３－２に記載）は高校 1 年全員を対象とし、SSH 学校設定科目の履修

範囲を大きく広げた。また、国語科・数学科が中心となって授業を構築したことで、これまで理科が中心で

あった SSH 教育課程に校内での広がりが生まれた。3 学期は高校 2 年時の課題研究の準備期間と位置づけ、

テーマ設定の方法や問いを立てるための準備を行うことで、高 1 から高 2 へのカリキュラムの連続性を意識

し、より円滑に各自の課題研究へ移行できるようにした。 
続く高校 2 年での学校設定科目「SS 課題研究」（３－３に記載）では、本校がこれまで進めてきた「大学

等と連携した質の高い課題研究」を維持するよう努めた。放課後の実験室開放や、実験時に必要となる物品

を SSH 予算の中で優先的に確保するなど、設備面・時間面・費用面での支援も惜しまなかった。これにより、

第 4 期 SSH 指定期間内において、国際科学技術フェア（ISEF）に 3 回出場し、毎年 8 月に行われるスーパ
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ーサイエンスハイスクール生徒研究発表会では 3 回受賞、高校生・高専生科学技術チャレンジでも 5 年連続

で受賞するなど、高いレベルの研究発表会において着実に実績を重ねてきた。さらに、課題研究の成果は研

究発表会での発表にとどまらず、学術論文としての発信にもつながった。Naturalistae 26: 33-40（2022 年 2
月）をはじめ、計 3 編の論文が受理されており、生徒の研究活動が学術的にも一定の評価を得る水準に達し

ていることが示された。「SS 課題研究」の履修者については、生命科学コースの全員履修を軸としつつ、他

コースからの選択者も積極的に受け入れてきた。2022 年度には他コースからの選択者が全体の 4 割に達し、

2024 年度には約 14％を文系型の科目選択者が占めるなど、進路を問わず自然科学的な事象への理解を広め

る場として定着した。また、近年はグループ研究から個人研究への移行が進み、2023 年度には個人研究が

64％を占めるなど、生徒の多様な関心に応える体制へと進化している。さらに、5 年間のアンケートを通じ

て、生徒の活動に対する満足度は一貫して高い水準を維持している。2021 年度には「楽しかった」と回答し

た生徒が 100％であり、2025 年度には「とても楽しかった」との回答が 86.7％に達するなど、極めて高い満

足度が示された。また、2021 年度には 8 割以上の生徒が「研究分野の知識をさらに深めたい」と回答してお

り、この傾向は 2023 年度、2025 年度にも引き継がれていることから、生徒の科学的好奇心を強く刺激して

いることが分かる。 
 学校設定科目「発展探究」（３－４に記載）では、特に 2024 年度から社会科学系の課題研究の充実を促進

し、これまでのジェンダーや国際といったテーマに加え、「地域社会」や「医療福祉」といったテーマについ

ても、外部機関と連携した課題研究活動を進めてきた。外部の研究発表会に挑戦する生徒も多く見られ、自

然科学系・社会科学系を含めた研究発表数は、令和 3 年度の 16 件から令和 7 年度には 49 件へと、3 倍近く

まで増加している。自らの研究成果を外部に向けて発表したいという積極性がより強く見られるようになっ

ており、主体的な研究活動の表れの一つと考えられる。 
 中学校課題探究（３－５に記載）では、総合的な学習の時間の中で研究時間をしっかり確保することによ

り、全員がグループ研究の成果を SD・探究活動発表会で発表できている。過去 3 年間のアンケート結果を見

ると、グループ研究の特性を反映し、「友人との協力」に関する項目が 95％以上と高い評価を得ている。 
 学校設定科目「SS ゼミナール」（３－６に記載）では、従来は生物学中心であった高大連携実習について、

第 4 期 SSH では連携先を大きく拡充し、広島大学、岡山大学、近畿大学、徳島大学、徳島文理大学、関西大

学、大阪公立大学、関西学院大学、京都大学、愛媛大学などとの連携を進めた。その結果、生命科学にとど

まらず、薬学、化学、エネルギー科学、水産学、環境 DNA 分析、バイオマス研究など、多様な理系分野に触

れる機会を生徒に提供することができた。これにより、生徒の興味・関心の裾野を広げるとともに、科学を

多面的に捉える視点の育成にもつながった。また、生命科学コースでは理科の授業として単位化し、実習へ

の取組状況やレポートによって評価を行う体制を整えたことで、単発の体験活動にとどめず、学校教育の中

に位置付けられた学習活動として展開することができた。各連携実習後のアンケートでは、ほとんどの項目

で肯定的な回答が 8 割を超えており、高大連携実習が生徒にとって非常に有意義なものであったことが示さ

れた。特に、愛媛大学、近畿大学、大阪公立大学との実習では、知識・技能の習得に加え、協働性、思考力、

課題研究への意欲などの面でも高い効果が確認された。これらは、課題研究を進める上で必要な見方・考え

方や、実験に主体的に取り組む姿勢の育成に寄与しており、課題研究へとつながる学びの接続という点でも

有効性が認められた。さらに、大阪公立大学で実施した女子大学院生チーム IRIS との交流は、理系分野で学

ぶ身近なロールモデルと出会う機会となり、参加生徒全員から肯定的な評価を得た。このような交流は、科

学への興味・関心を高めるだけでなく、大学で学ぶ自分の姿を具体的に思い描かせ、主体的な進路選択を促

す上でも大きな意義があった。 
 SS ゼミナール Jr.（３－７に記載）は、5 年間を通して、大学・研究機関・行政機関等と連携しながら、中

学生が理科や科学技術を体験的に学ぶ機会として着実に充実してきた。内容も、生物・環境・地学・化学・

物理・情報・医療・農学・食育へと幅広く展開され、教室内の実験だけでなく、野外実習や施設見学、巡検な

ど、多様な学びの形が定着したことは大きな成果である。特に、自然保護センターでの環境学習や地学巡検、

瀬戸内海での体験活動では、実物に触れ、現地で観察し、専門家から学ぶことで、理科への興味・関心や探

究的な姿勢の高まりが見られた。令和 6 年度のアンケート結果からも、実習を通して興味の幅が広がり、主

体性や協働性が育まれていることがうかがえる。SS ゼミナール Jr.は、中学生段階で科学への知的好奇心を

喚起し、その後の探究活動や SSH 事業へとつながる基盤を育てる取組として、大きな役割を果たしてきた。 
 科学系クラブ活動（３－８に記載）では、校内での研究活動はもちろんのこと、地域と連携した取組もこ

の 5 年間で充実した。本校に設置しているビオトープの手入れや、絶滅危惧種であるナゴヤダルマガエルの

保護活動を通して、多くの方々と連携することができ、一般の方々に本校の取組を知っていただく機会にも

なった。 
 
研究テーマⅡ．グローバル社会で活躍するために必要となる言語能力の育成 
 研究テーマⅡは、科学技術研究において得られた成果を適切に発信するために必要な言語運用能力の育成
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を目的とした取組である。第 1 期 SSH から継続して進めてきた、グローバル社会で活躍するための英語運用

能力を高める授業実践に加え、その力を実際に活用しながら科学的な探究活動に取り組む海外研修の充実が、

本テーマの研究開発の中心となった。 
 学校設定科目「実践英語」（３－９に記載）では、前期に引き続き CLIL（内容言語統合型学習）の手法を

取り入れ、教科内容と英語学習を一体化した授業を展開した。特にサイエンスに関する内容を中心に扱い、

校内での調査活動や実験なども英語を用いて実施した。高校 3 年生では、自身の課題研究を英語でプレゼン

テーションする機会を設けるなど、インプットとアウトプットをバランスよく取り入れた学習を実現した。

こうした実践を通して、本科目は単なる語学学習ではなく、科学的内容を英語で理解し、伝える力を育てる

「サイエンス主体の英語学習」として確立された。 
 学校設定科目「グローバル自然探究」（３－１０に記載）は、フィリピンでの海外研修として実施している

ものであり、フィリピン大学との連携や現地でのフィールド学習を通して、科学と国際理解を結び付けた実

践的な学びを展開してきた。第 4 期 SSH の開始直後はコロナ禍の影響を受けたため、5 年間のうち実施は 2
回にとどまったが、その間も連携先大学の教員が本校で授業を行うなど、継続的な交流を通して連携を深め

ることができた。研修回数は限られたものの、教育内容の質的充実と国際的な学びのネットワーク形成とい

う点で、大きな成果が見られた。 
また、オーストラリア研修（３－１１に記載）についても、コロナ禍を経て再開に至り、現地研修再開後

の令和 5 年度から令和 7 年度にかけて、生徒の成長が継続的に確認された。アンケート結果を比較すると、

「積極的に英語でコミュニケーションしようと努力した」と回答した生徒の割合は、令和 5 年度の約 88％か

ら令和 7 年度には 95.2％へと上昇しており、英語を実際の場面で用いようとする主体的な姿勢の高まりがう

かがえる。また、「英語の説明を聞きながら体験することで学べた」といった記述からは、英語学習が受動的

な知識習得にとどまらず、体験を通して理解を深める能動的な学びへと転化していることが読み取れる。さ

らに、令和 6・7 年度の調査では、97％の生徒が英語の重要性を実感し、ほぼ全ての生徒が「自分が成長でき

た」と回答している。日本では触れることの少ない植物や南半球の天体など、現地ならではの自然環境に直

接触れた経験は、生徒の科学的好奇心を強く刺激した。また、ホームステイや現地での多様な活動を通して、

異文化を単に知識として学ぶのではなく、自らの体験として受け止め、肯定的に理解する力が育まれた。 
 
研究テーマⅢ．課題を見出し、科学を通して向き合うための発想力及び思考力の育成 
 研究テーマⅢでは、社会に存在するさまざまな課題に目を向け、それらに科学的な視点から向き合うため

に必要な発想力及び思考力を育成することを目指した。社会科学系の課題研究そのものは研究テーマⅠに位

置付けているが、本テーマでは、そこへ至る前段階として、生徒の視野を広げ、多様な見方・考え方に触れ

させること、さらに発想の土台となる知識や経験を獲得させることを重視して教育内容を構成した。また、

本校の立地や地域資源を教育資産として活用することで、本校ならではの特色ある取組へと発展させること

を意識した。 
 学校設定科目「アートサイエンス（３―１２に記載）」では、理学と芸術の融合を主題とし、自然や科学現

象を多面的に捉える視点の育成を図った。授業では、自然物に見られる形態・色彩・規則性に着目し、その

背景にある科学的原理を学ぶとともに、そこから新たな表現へとつなげる実践を行った。具体的には、自然

界に見られる黄金比や規則性の考察、構造色を題材とした薄膜干渉・回折格子の理解と実習、ケミカルガー

デンの作製を通した化学反応と造形美の探究、透明標本の作製などを実施した。加えて、3DCAD を活用し、

科学的知見を踏まえた設計・造形活動にも取り組んだ。これらの実践を通して、生徒は、科学的知識を単に

理解するだけでなく、それを美や表現と結び付けて再構成し、自らの発想として形にする力を養うことがで

きた。授業後に取ったアンケートで、「授業は興味深い内容だった」「自分の視野が拡がった」「総合的にこの

授業に満足した」について毎年ほぼ全員が肯定的に回答していた。また、「この授業により、特に伸びた、培

われたと思うこと」についての回答は、「発想力・独創性」と答えた生徒が大半であり、他にも「未知の事柄

に関する興味・関心」と回答する生徒も多かった。この授業実践で開発した教材は本校のホームページで公

開しており、成果の普及という面でもとても意義がある取組みであった。 
学校設定科目「SS フィールド探究（３－１３に記載）」は、SSH 第 1 期指定当初から本校の研究開発の骨

子の一つとなってきたフィールド型教育活動を、鹿児島県桜島及び屋久島をフィールドとし、第 4 期におい

てさらに発展させた取組である。第 4 期における特筆すべき改善点の一つは、事前学習の充実である。初年

度は放課後の講義形式が中心であったが、より深い科学的理解と主体的な探究姿勢を育てるため、2 年目以

降は 1 泊 2 日の宿泊型実習を事前学習として導入した。令和 4・5 年度には屋久島と同じ花崗岩地質をもつ

笠岡市白石島を、令和 6 年度には勝間田高校演習林や黒木キャンプ場を活用し、実際のフィールドで観察・

調査する機会を設けた。こうした事前の現地体験を通して、生徒は屋久島での本格的な研修に対して、より

明確な目的意識と主体性をもって臨むことができるようになった。また、専門家との連携強化も大きな成果

であった。3 年目からは加藤敬史教授（現・岡山理科大学）を招聘し、事前学習から現地研修、事後学習まで
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一貫した指導体制を整えたことで、特に地学分野における学びの専門性が大きく高まった。さらに、事後学

習においても校内発表会の継続実施に加え、4 年目からは校外の発表会にも積極的に参加するようになり、

大学教員等から直接助言を受ける機会が増えた。これにより、研修で得た学びを単なる体験で終わらせるこ

となく、発表や考察を通して深める流れが定着し、生徒の発信力や研究の質の向上につながった。これらの

改善を重ねた結果、「SS フィールド探究」に対する生徒の満足度は 5 年間を通して極めて高く、毎年 9 割以

上の生徒が「良かった」と回答している。特に「自然に親しむことができた」「観測・観察への興味が高まっ

た」といった項目は一貫して高い水準を示しており、本研修が科学的好奇心を刺激する教育活動として大き

な効果を上げてきたことが分かる。加えて、最終年度には「考える力が伸びた」と実感する生徒の割合も増

加しており、長年の改善を経て、本活動が単なる自然体験学習ではなく、科学的視点に基づいて現象を捉え、

課題を見いだし、考察する実践的な探究活動へと深化してきたことが示された。 
里山を活用した教育活動（３－１４に記載）では、理科の授業の中で竹林整備を行い、里山の恵みを享受

するとともに、適切な人為的介入が自然との共存に不可欠であることを生徒が実体験を通して学ぶ機会とし

た。身近な自然環境に直接関わることで、自然は守るだけの対象ではなく、人の営みとの関係の中で維持さ

れていくものであることを理解させることができた。このような活動は、地域の自然環境を自分事として捉

え、環境保全や持続可能な社会のあり方について主体的に考える態度の育成にもつながった。 
グローバルセミナー（３－１５に記載）では、社会課題に注目して事業を行う起業家や研究者等を招聘し、

グローバル社会において課題解決に取り組むために必要な視点や考え方を学ぶ機会を設けた。講演を通して、

生徒が普段の授業では得にくい多様な価値観や問題意識に触れ、自らの視野を広げることを期待して実施し

たものである。中学生と高校生では発達段階が異なるため、それぞれに適した講師を招聘し、対象を分けて

実施することで、より効果的な学びとなるよう工夫した。第 4 期 SSH の 5 年間を通して、アート、環境、

SDGs、科学コミュニケーション、地域社会、国際協力など、多様なテーマを扱う講師を迎えてきた。中学生

に対しては、アートや科学コミュニケーションなど、ものの見方を広げる内容を中心に実施し、高校生に対

しては、SDGs や社会課題、創発、地域と地球環境のつながりなど、より複雑で実社会に結び付いたテーマ

を提示することで、課題発見や課題解決への意識を高めてきた。令和 7 年度には東京大学工学部学長である

加藤泰浩氏を招聘し、「みんなで未来を拓いていこう」という演題のもと、科学と社会を結び付けながら未来

を構想する視点を学ぶ機会ともなった。 
 
研究テーマⅣ．理系女子を積極的に応援する社会変容を目指した広域連携の推進 
 研究テーマⅣは、理系女子の進学支援という我が国の重要な教育課題に対し、地域、高等教育機関、企業、

他校等とどのように連携しながら取組を進めていくかに着目し、そのための持続可能な連携体制や支援の仕

組みを構築することを目指したものである。本校は女子教育を基盤とする SSH 校として、理系分野に関心を

もつ女子生徒が学び合い、刺激を受け、将来像を描くことのできる場づくりを重視してきた。第 4 期 SSH で

は、その中核となる「集まれ！理系女子 女子生徒による科学研究発表交流会」を継続・発展させるととも

に、授業研究会、科学教室、STEAM 教育研究会、SD・探究活動発表会など、多様な事業を通して教育成果

の普及とネットワーク形成を進めてきた。 
 本校 SSH 事業の大きな特色である「集まれ！理系女子 女子生徒による科学研究発表交流会」（３－１６

に記載）は、令和 7 年度までに計 17 回の企画・運営実績を重ねてきた。本交流会は、理系分野を志す女子生

徒が学校や地域を越えて出会い、互いの研究成果を発表し合い、交流を深める貴重な機会として発展してき

た。コロナ禍以降はオンライン形式での大会も開始し、オンサイトとオンラインの両方を継続的に実施する

ことで、社会状況に左右されにくい安定した運営体制を築くことができた。その過程で、奈良女子大学、愛

媛大学、大阪公立大学、東京都立大学などの大学と密接な連携関係を構築するとともに、静岡北中学校・高

等学校、文京学院大学女子中学校高等学校等の中等教育機関とも協力体制を築くことができた。特に東京都

立大学で開催するオンサイト全国大会は、毎年 200～250 名規模の参加者を集める全国的な取組として定着

しており、理系を志す女子生徒が互いに刺激を受け、自らの進路を前向きに考える機会となっている。また、

本交流会では研究発表だけでなく、女性研究者や技術者、大学院生等による講演も重視してきた。そこでは

研究内容だけでなく、進路選択やキャリア形成に関する話も共有していただくことで、生徒にとって身近な

ロールモデルと出会う機会となっている。アンケート結果からも、こうした講演や交流が女子生徒の理系進

学意識の向上に寄与していることが確認されており、本交流会は単なる発表の場にとどまらず、理系女子を

支えるコミュニティ形成の場として大きな意義を果たしてきた。 
 ジェンダーギャップを越える STEAM 教育研究会」（３－１７に記載）は、令和 5 年度から奈良女子大学

STEAM・融合教育開発機構と連携して開始した取組である。理系女子の育成に関わる課題について、大学関

係者、中等教育関係者、企業関係者などがそれぞれの立場から意見を交わし、課題意識や実践知を共有する

場として発展してきた。女子生徒が理工系進路を選択する過程には、学力や興味関心だけでなく、社会的な

固定観念や情報不足、ロールモデルとの接点の少なさなど、複合的な要因が関わっている。本研究会では、
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そうした課題を個別の学校だけの問題としてではなく、社会全体で乗り越えるべきテーマとして位置付け、

講演や研究協議を通してその解決の方向性を探ってきた点に意義がある。 
SSH 授業研究会（３－１８に記載）は、本校における授業改善を進めるとともに、SSH 事業の成果を校外

へ普及することを目的として毎年実施してきた。参加者は毎回 20～30 名程度であるが、研究授業に加えて

研究協議を丁寧に行うことで、実践の背景や意図、課題について深く共有することができた。これにより、

本校内での授業改善に資するだけでなく、探究的な学びや SSH の教育実践を他校や教育関係者へ広げる役

割も果たしてきた。規模は大きくなくとも、継続的に対話を重ねることで、教育実践の質を高め合う場とし

て定着している。 
 科学教室（３－１９に記載）は、小学生を対象として年間複数回実施しており、地域における科学教育振

興の観点から大きな意義をもつ取組である。本校生徒が企画・運営に関わりながら、年少の子どもたちに科

学の楽しさや不思議さを伝える活動は、参加する小学生にとっての啓発機会であると同時に、本校生徒にと

っても学びを社会へ還元する経験となっている。特に理系女子育成という観点からは、身近な年上の女子生

徒が科学を楽しみながら学ぶ姿そのものが、次世代のロールモデルとなりうる点でも重要である。 
 SD・探究活動発表会（３－２０に記載）は、本校の探究活動の成果を校内外に発信する中核的な場として

位置付けられてきた。校内のさまざまな学年・分野の探究活動を一堂に集めて発表し合うことで、生徒にと

っては自らの学びの到達点を示す目標となり、日常の学習や研究への意欲を高める役割を果たしている。ま

た、この発表会を外部にも公開することで、本校の探究活動の成果や SSH 事業の実践を広く普及することが

できた。校内での学びが発表によって可視化され、それが次の学習意欲や挑戦へとつながるという好循環が

生まれている点は、大きな成果である。 
 

【評価】 

第 4 期 SSH において特筆す

べきことは、課題研究を中核に

据えた一貫したカリキュラム

（右図）を構築するとともに、

その学びを支える本校独自の

キーワードとして「データ」「ア

ート」「フィールド」を明確に打

ち出し、科学技術系女性人材の

育成に資する教育内容へと発

展させたことである。中学校段

階の「探究」から、高校 1 年の

「SS 課題研究基礎」、高校 2・
3 年の「SS 課題研究」及び「発

展探究」へと連続するメインの

学びを軸に、「データサイエン

ス入門」「アートサイエンス」

「SS フィールド探究」「SS ゼ

ミナール」「実践英語」といった

サブ科目を配置したことで、研

究に必要な情報処理能力・データ分析力、創造性、データ取得・調査能力、表現力を段階的に育成する教育

課程が体系化された。このように、課題研究を中心に据えながら、データに基づいて考え、アート的発想に

よって新たな見方を得て、フィールドに出て実体験を通して確かめるという本校独自の学びの構造を形成で

きたことは、第 4 期 SSH の大きな成果である。 
とりわけ「データ」の面では、新設した「データサイエンス入門」において、表計算による可視化、統計処

理、Python によるデータ集計、仮説検定、数理モデル化、シミュレーションへと段階的に内容を高度化し、

課題研究におけるデータ活用の基盤を整備したことが重要である。また「アート」の面では、「アートサイエ

ンス」を通して、3DCAD や関数アートなどを教材に、科学と表現を往還する創造的な学びを実現した。さら

に「フィールド」の面では、「SS フィールド探究」や各種野外実習、自然保護センターでの環境学習などを

通して、実際の自然や地域社会を対象として問いを立て、調査し、分析する経験を重ねることができた。こ

れら 3 つの柱はそれぞれ独立したものではなく、課題研究の質を高めるために相互に関係し合いながら機能

しており、本校 SSH の特色を端的に示すものとなっている。 
加えて、研究テーマⅣに関わる実践も第 4 期 SSH の大きな特色である。本校が継続的に実施してきた「集

まれ！理系女子 女子生徒による科学研究発表交流会」は、単なる発表機会の提供にとどまらず、大学の男
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女共同参画推進室や高等教育機関、他校、企業等との広域的な連携体制を築きながら、理系女子を積極的に

応援する社会的機運の醸成に寄与してきた。また、SSH 授業研究会、科学教室、ジェンダーギャップを越え

る STEAM 教育研究会、SD・探究活動発表会などを通して、校内実践を校外へ開き、教育内容を共有・発信

してきたことも重要である。これらの取組により、本校 SSH は校内の教育改善にとどまらず、女子生徒の理

系進学や科学技術分野への参画を支える広域的な教育ネットワークの拠点としての役割を果たしてきたと評

価できる。 
このような実践の成果は、まず生徒の変容（４－１）に表れている。MI チェックリストの結果からは、内

省的知能、博物学的知能、空間的知能といった、本校 SSH の学びと親和性の高い力が高水準で維持・伸長し

ており、自ら問いを立て、対象を観察・分類し、構造的に把握しながら学びを深める姿勢が着実に育成され

ていることが確認された。特に、フィールドでの観察や課題研究での分析、アート的要素を含む視覚化や構

造理解などの経験が、これらの能力の伸長に結び付いていると考えられる。また、リサーチリテラシーテス

トの結果からも、資料を読み取り考察する力や、研究を進める上で必要な基礎的能力は着実に育成されてい

ることがうかがえる。一方で、論理・数学的知能や言語・語学的知能にはなお伸長の余地が見られ、今後は

データを根拠として考えたことを論理的に整理し、的確に表現する力をさらに高めていく必要がある。 
卒業生の変容（４－２）においては、約 80％が SSH での経験が大学生活に影響していると回答しており、

自主性や思考力、プレゼンテーション力などの向上が実感されている。課題研究や発表、フィールドワーク

といった経験が、大学での学びや研究活動への適応に直接的に寄与していることが示されており、本校のカ

リキュラムが進学後にも接続する力を育成していることが裏付けられた。 
保護者の評価（４－３）においても、SSH 活動が学校の特色形成や生徒の興味関心の向上に有効であると

の肯定的な回答が 90％以上を占めており、特にプレゼンテーション力や論理的思考力の育成に対する期待と

評価が高い。また、理系進学への影響についても高い評価が得られており、本校の課題研究中心のカリキュ

ラムが進路形成にも寄与していることが認識されている。一方で、取組の認知度に差が見られることから、

教育内容の発信方法については今後の改善が求められる。 
教職員の変容（４－４）についても、SSH 活動が学校の特色形成、学校の活性化、外部機関との連携、新

しい教育方法の開発に有効であるとの認識が高く共有されている。特に、論理的思考力、プレゼンテーショ

ン力、問題発見力の育成について多くの教員がその伸長を実感しており、SSH が理科のみならず、国語科、

数学科、英語科、さらには中学校も含めた全校的な取組として定着してきたことがうかがえる。これは、課

題研究を中心に据えた教育課程が、教科横断的な協働を促し、学校全体の教育力向上につながったことを示

している。 
 以上のように、第 4 期 SSH では、課題研究を核とする体系的なカリキュラムの整備に加え、「データ」「ア

ート」「フィールド」という本校独自の柱を明確にしながら教育実践を積み重ねてきたこと、さらに研究テー

マⅣにおいて広域連携を通じた理系女子支援と社会的発信を進めてきたことが、極めて大きな成果であった。

その結果、生徒の研究関連コンピテンシーの育成のみならず、卒業生、保護者、教職員を含む学校全体の意

識と評価にもポジティブな変容が生じており、本校 SSH は科学技術系女性人材の育成を支える先導的な教

育モデルとして有効に機能していると評価できる。 
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１－１ 研究開発課題 

 次世代を担う科学技術系女性人材を育成する教育デザインの開発 
 
 

１－２ 研究開発の仮説及び各研究開発テーマの実施内容 

本校では平成 18 年度より SSH に指定されたことをきっかけに、高等教育以前における女子に特化した科
学教育プログラムの開発に 20 年間取り組んできた。今年度は SSH 第 4 期 5 年目に該当する。 
次世代を担う科学技術系女性人材を育成していくためには、理系分野への興味・関心を高め、主体的に学

ぶ姿勢を育てる教育プログラムが有用である。また、グローバル社会で活躍できる国際感覚と言語運用能力
を高めることで、その人材の活躍の幅がさらに拡がると考えられる。さらに、社会における課題を見つけ、
データの利活用を通して解決に導く力が必要である。そして、他の高校及び高等教育機関と連携した教育シ
ステムをつくることで社会の意識改革が進んでいくと考えられることに加え、先進的な教育内容を紹介する
場を設定することや、新聞等のメディアを有効に利用し、社会に強く訴えることは、社会の意識改革を進め
るうえで効果的であると考えている。 
以上の研究開発における基本構想は、以下の 4 つの研究テーマを掲げ、教育内容を実施することで達成で

きると考えられる。 

テーマⅠ 科学技術イノベーションを支える人材として必要な科学リテラシーの向上 
テーマⅠは SSH の研究開発を行う上で最も根幹となるテーマである。このテーマでは、理系分野へ

の興味・関心を高める事に加え、大学進学後も有用となる科学リテラシーの向上を目指した教育研究
を進めることを目的とする。生徒の主体的に学ぶ意識を高め、進学意欲を高めるため、大学等、高等
教育機関との連携を構築し、専門的な科学教育を実施する。前期までの課題をふまえ、第 4 期 SSH で
は生物系以外の興味関心を高めるため、様々な科学分野の内容を扱ったものとする。また、理数系に
限らず、社会科学系の課題研究指導の充実させることにより、SSH の裾野を理数系以外にも広げるこ
とにつながった。 

テーマⅡ グローバル社会で活躍するために必要となる言語能力の育成 
テーマⅡは、科学技術研究において得られた成果を発信する上で必要となる言語運用能力の育成を

目的とした事業内容である。第 1 期 SSH から継続して研究開発を進めてきた、グローバル社会で活躍
するために必要な英語運用能力を向上させる授業展開に加え、そこで培った力を実際に活かしながら
科学的な探究活動を行う海外研修の充実が、このテーマにおける研究開発の中心となる。4 期開始当初
はコロナ禍により現地での海外研修の中止等をせざるを得なかったが、その後は実施がなされ、事業
計画を遂行できた。 

テーマⅢ 課題を見出し、科学を通して向き合うための発想力及び思考力の育成 
テーマⅢは、社会に存在する課題に目を向け、その解決に向けて科学を通して向き合うための発想

力・思考力を育成することを目的とした取組である。対象とする課題は、第 3 期 SSH において校内に
浸透した SDGs の 17 の目標、およびそれぞれの目標達成に関わる地域課題である。第 4 期を通して、
学校設定科目「アートサイエンス」や「SS フィールド探究」を実施し、多様な視点を養う教育実践を
進めるとともに、外部人材による講演会等を通して、生徒の課題意識の醸成を図った。 

テーマⅣ 広域連携による、理系女子を積極的に応援する社会変容に向けた意識改革の推進 
テーマⅣは、理系女子の進学支援という国内の課題に対して、地域、高等教育機関、企業等とどの

ように連携を組んで実施していくかについて注目し、そのためのシステム作りを目指した取組みであ
る。本校は現在までに「集まれ！理系女子 女子生徒による科学研究発表交流会」をこれまで 17 回に
渡り企画、運営し、その中で大学内に設置されている男女共同参画推進室などと連携体制を構築して
きた。第 4 期 SSH においても、上述の機関との連携体制を続け、本校生徒に限らず、他校の女子生徒
の理系進学支援が促される取組みを続けていくことを計画している。また、今年度も SSH 授業研究会
および、奈良女子大学 STEAM・融合教育開発機構 (RISE)、愛媛大学と連携して、「ジェンダーギャ
ップを越える STEAM 教育研究会」を開催した。 

各研究テーマに取り組む方法として、令和７年度に行った実践内容及び第 4 期ＳＳＨ研究開発の概念図は
次頁の通りである。 



- 8 - 
 

実践内容 対象 実施期間 
【テーマⅠ】科学技術イノベーションを支える人材として必要な科学リテラシーの向上 
学校設定科目「SS 課題研究基礎」 生命科学・特別進学・NDSU進学コース１年 １単位 
学校設定科目「データサイエンス入門」 生命科学コース２年 １単位 
学校設定科目「SS 課題研究」 生命科学・特別進学・NDSU進学コース２年 ２単位 
総合的な探究の時間「発展探究」 特別進学・NDSU 進学コース２年 ２単位 
総合的な学習の時間「中学校課題探究」 清心中学校３年 １単位 
学校設定科目「SS ゼミナール」 生命科学コース１年 年３回程度 
体験型実習「SS ゼミナール Jr.」 清心中学校１～３年 随時 
科学系クラブ活動 生命科学・特別進学・NDSUコース、中学生 放課後 
【テーマⅡ】グローバル社会で活躍するために必要となる言語能力の育成 
学校設定科目「実践英語」 生命科学コース１～３年 各学年１単位 
学校設定科目「グローバル自然探究」 生命科学コース（希望者）１～２年 ３月下旬 
オーストラリア研修 清心中学校３年 ７月中旬 
【テーマⅢ】課題を見出し、科学を通して向き合うための発想力及び思考力の育成 
学校設定科目「アートサイエンス」 生命科学コース２年 １単位 
学校設定科目「SS フィールド探究」 生命科学コース２年 １単位 
里山を活用した教育活動 全校生徒（希望者） 随時 
グローバルセミナー 全校生徒 年１回 
【テーマⅣ】広域連携による、理系女子を積極的に応援する社会変容に向けた意識改革の推進 
集まれ！理系女子 第 17 回女子生徒に 
よる科学研究発表交流会 

生命科学・特別進学・NDSU進学コース、 
全国 SSH等の女子生徒、教員、一般 

11 月・２月 

ジェンダーギャップを越えるSTEAM教育研究会 教育関係者、一般 9 月中旬 

SSH 授業研究会 
生命科学・特別進学・NDSU 進学コース、 
中学生、全国 SSH 等の教員 

12 月中旬 

地域を対象とした科学教室の開催 生命科学・特別進学・NDSU進学コース２年、一般 随時 
令和 7 年度 SD・探究活動発表会  全校生徒、保護者、教育関係者、一般 ３月中旬 
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２ 研究開発の経緯 

 
令和 7 年度の研究開発の経緯を本校 SSH の研究テーマ（下）ごとに分け、コース・学年別に示す。

なお、研究テーマⅣに該当する事業には緑色で表した。 
【研究テーマⅠ】 科学技術イノベーションを支える人材として必要な科学リテラシーの向上 

【研究テーマⅡ】 グローバル社会で活躍するために必要となる言語能力の育成 

【研究テーマⅢ】 課題を見出し、科学を通して向き合うための発想力及び思考力の育成 

【研究テーマⅣ】 広域連携による、理系女子を積極的に応援する社会変容に向けた意識改革の推進 
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３－１ 学校設定科目「SS 課題研究基礎」   
対象：生命科学・特別進学・NDSU進学コース第１学年（１単位） 

【仮  説】 

課題解決に向けた思考法の習得、科学論文の読解、デー

タの読み取り、資料分析などの実習を通して、読む力を育

てる。また、資料活用などをふまえて論理を構築する訓練

を行い、書く力の育成を図る。これらの活動を通して、第

2 学年に設定された「SS 課題研究」における活動を効率

よく進めていくことができ、生徒の主体的及び自立的な研

究活動に繋げることができる。また、大学等の研究者から

研究についての講義を受けることにより、科学研究の内容

や手法に対する興味関心を高め、課題研究に向けたモチベ

ーションを高めることもできる。 
 
【内容・方法】 
 課題解決のための思考法としてロジカルシンキング、ク

リティカルシンキング、ラテラルシンキングの３つを位置

付け（右下図）、それらについて協働的に学ぶ演習を含め

た指導展開を行うと共に、課題研究時に必要となる、科学

的な文章の書き方や、統計処理についても指導した。指導

にあたり、独自のワ

ークシートを作成

し、今後誰が担当し

ても同様の学びが

出来るようにした。

令和 5 年度以降は

数学科・国語科教員

が理数のカリキュ

ラム内で実施する

ように体制を整え

た。令和 7 年度の具

体的な学習内容は

次の通りである。 
（令和 7 年度の年間実施内容） 
回 内  容 
1 課題研究の意義、課題解決のための思考法 
2 文章作法の基本 
3 論理的な文章の構成① 
4 論理的な文章の構成② 
5 論理的文章を書く①（型を習得する） 
6 論理的文章を書く②（問いを把握する） 
7 論理的文章を書く③（問題解決を目指す） 
8 データの分析① データの代表値、最頻値、中央値 
9 データの分析② データの散らばり 標準偏差 

10 データの分析③ データの比較 相関関係 

11 データの分析④ データを読みとく 
12 グラフの基本およびデータの読み取り① 
13 グラフの基本およびデータの読み取り② 
14 グラフの基本およびデータの読み取り③ 
15 外部講師による講演「より良い探究のために」 

講師：進藤明彦 氏（鳥取大学教育支援・国際交流

推進機構 准教授） 
16 SS 課題研究 事前学習① 課題研究活動とは 
17 SS 課題研究 事前学習② 研究テーマの探し方 
18 SS 課題研究 事前学習③ 研究倫理について 
19 SS 課題研究 事前学習④ 仮説設定・研究サイクル 

※表中の回については単元としてのまとまりを表すもの

であり、実際の授業回数を示したものではない。 
11 ではオープンデータ（RESAS,Agoop を利用）を使っ

た分析を行い、各統計処理の手法の活用場面を理解させる

ことを重視した。12～14 では得られた情報の妥当性や信

頼性の吟味をグループでワークショップを行い、課題に対

してまとめたものを発表・共有した。また、年間授業計画

の 2 月以降は、高 2 時に選択する SS 課題研究（自然科学

系の課題研究を実施）or 発展探究（社会科学系の課題研究

もしくはその他の探究活動を実施）の各グループに分かれ

てそれぞれの事前学習を行った。なお、事前学習に先立ち、

鳥取大学の進藤先生からは研究テーマの設定の仕方など

をレクチャーして頂いた。表中には SS 課題研究の事前学

習の例を記載しているが、事前学習をふまえ、研究テーマ

が高校 2 年時の最初の方で決まることをねらいとしている。 

【検証・評価】 
 成績評価の観点からデータの分析に関しては実技テス

トを実施し、論理的文章の分野に関しては各授業における

課題等と合わせて評価をつけている。全コースの生徒対象

となっているため、様々な学力層の生徒に対応しうる内容

が求められる。この授業も 5 年目も迎え、体系的に授業を

進めることができるようになった。また、今年度も公開授

業を行い、授業に対するアドバイスをいただくことができ

た。事前学習のおかげで高校 2 年時の SS 課題研究並びに

発展探究の立ち上がりが早く、研究がよりスムーズに進め

ることができている。 

【今後の課題】 
 年間カリキュラムの順序において、工夫する必要がある。

データの読み取りについては扱う教材を増やし、生徒に合

わせて適宜選択する状況が望ましい。外部講師による講演

は効果的であったので今後も継続していきたい。 
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３－２ 学校設定科目「データサイエンス入門」 

対象：生命科学コース第２学年（１単位：情報Ⅰ１単位のうち、１単位を代替） 

【仮  説】 

コンピュータを用いたデータの基礎的な統計処理と、プ

ログラミングを経験することにより、数値の意味を考えて

物事を予測する力と､物事の手順を論理的に組み立てる力

を身につけることによって､学校設定科目「SS 課題研究」

における活動の中で、生徒自らが問題を発見し､解決に向

けて自立的に活動することにつながる。 
 
【内容・方法】 
 課題研究を進めるために必要とされる情報機器や情報

通信ネットワークなどの情報技術を適切に活用したデー

タ処理能力を養って問題発見と解決に寄与する力を養う

だけでなく、プログラミングの経験によって目的に応じた

アルゴリズムを考えることを通して、探究活動における手

順を最適化する能力を養うことに寄与することを目標と

する。3 年間の課題研究に係るカリキュラムにおける本科

目の位置は次の表の網掛け部分である。 
 生命科学コース 他コース 

１年生 SS 課題研究基礎(1 単位) 

２年生 
データサイエンス入門(1 単位) 

情報Ⅰ(2 単位) 
情報Ⅰ(1 単位) 

SS 課題研究(2 単位) 同左［選択者のみ］ 
３年生 実践英語(1 単位)  
本科目は情報技術に関する内容が中心になることから、高

等学校学習指導要領における必履修科目である「情報Ⅰ」2
単位のうちの 1 単位を代替する。「情報Ⅰ」の内容の内､「デ

ータの活用」と「アルゴリズムとプログラミング」に関する

部分について深く扱い、加えて「データの倫理」を扱った。 
本科目の授業では生徒各自が所持する Chromebook を

毎時間必ず使用した。ツールとして､授業に関するやりと

りに Google Classroom､毎時間の確認テストに Google フ

ォーム､表計算に Google スプレッドシート､Python での

プログラミングに Google Colaboratory を使用した。 
1 年間で取り扱った内容と順序は次の通りである。 

１．データの活用 

(1) データの種類と特徴（質的データと量的データ） 
(2) データの取り扱い（オープンデータと調査方法） 
(3) データ分析の仮説と直観（フェルミ推定） 
(4) データの偏り（バイアス） 
(5) データ分析の仮説（仮説の検証と有意差） 
(6) データのグラフ化 
(7) データの各種統計量（平均値、中央値、標準偏差等） 
(8) データのばらつき（変動係数、外れ値、箱ひげ図） 
(10) 確率分布と統計的仮説検定（ベルヌーイ試行） 
(11) 散布図と相関関係（相関係数） 
(12) 回帰分析（因果関係、回帰式、決定係数） 
(13) 疑似相関 

２．アルゴリズムとプログラミング 

(1) Python の基本文法（変数、繰り返し、条件判断） 
(2) フローチャートとアルゴリズム 
(3) 探索のアルゴリズムとプログラム 
(4) モデル化とシミュレーション 
(5) シミュレーションのプログラム 
(6) バブルソートのアルゴリズムとプログラム 
３．データの倫理 

情報倫理の４つの原則及びデータ倫理、分析の倫理を知

り、倫理違反の事件例から倫理違反の内容を考察。 
〔成績評価〕 

・知識・技能…毎時の確認テストで用語の理解や知識の定

着を評価し、基礎的な課題に取り組んで保存されたファ

イルを確認することで技能の修得状況を評価。 
・思考・判断・表現…確認テストと提出課題の中の応用的

な課題への取り組み状況で評価。 
・主体的に学習に取り組む態度…授業中の作業への取り

組み状況や、課題への取り組み状況によって評価。 

【検証・評価】 
毎回の授業始めの確認テストの結果を年間で集計する

と、知識・技能を問う問題については 41%、思考力・判断

力・表現力を問う問題については 38%の正答率を示し、復

習への取り組みが見られた。 
授業に関するアンケート結果による自己評価からも検

証する。取り扱い内容ごとの項目を 2 分野に統合した結果

が下図である。 

 
統計に関する基礎的な項目は数学でも扱われているこ

ともあり、理解度が高い。対して、プログラミングの分野

では、課題に対する取り組み状況から見ても理解や使いこ

なす技能の習得に苦戦したようすが見て取れる。表計算の

関数やプログラムの制御構造や変数の理解といった論理・

抽象化の壁を高く感じている生徒が多いようである。 

【今後の課題】 
 表計算とプログラミングいずれにおいても、数式や命令

一つ一つの理解からアルゴリズムとしての理解へ移行さ

せるためにスモールステップで理解を促す必要がある。特

に、数理モデルにおけるモデル化と、シミュレーションの

コード化の難易度が高いため、その進め方の検討は課題で

あり、全体として実習時間の確保も課題であるが、より課

題研究での活用に繋がるように授業内容を改善していき

たい。 
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３－３ 学校設定科目「SS 課題研究」 

対象：生命科学・特別進学・NDSU進学コース第２学年（２単位および随時） 

【仮  説】 

課題研究は、さまざまな教育内容が有機的に作用し、問

題発見・解決能力、情報収集・処理能力等を効果的に伸ば

すための核となる活動である。探究的な活動を行う中で、

自然科学に対する姿勢や科学的な思考力と技能を身に付

け、科学技術を利用して日常生活をより良くしていく上で

の基盤ができる。 
 
【内容・方法】 
引き続き、生命科学コースは全員履修であるが、他コー

スの生徒は総合的な探究の時間としての講座選択型科目

「発展探究」と選択可能になっている。今年度の 2 年生

は、1 年次の「SS 課題研究基礎」（1 単位）の 3 学期にお

いて、2 年次からの本科目履修者に対して課題研究に向け

た活動を取り入れた。その主な活動としては、研究のテー

マ探しを目的としたマインドマップ作成、研究倫理教育、

研究情報検索手法を扱った。その後、対象生徒の興味関心

に基づいて積極的な姿勢で探究活動を進めるため、生徒各

自の希望研究課題を調査し、専門分野を考慮して各指導教

員に生徒を配分した上で今年度の活動をスタートした。こ

れにより、開始時の課題研究へのモチベーションが高め、

当初のテーマ設定がスムーズに進むことを期待した。 
3 年間の課題研究に係るカリキュラムの令和 4 年度入

学生以降における本科目の位置は次の表の網掛け部分で

ある。 
 生命科学コース 他コース 

１年生 SS 課題研究基礎(1 単位) 

２年生 
データサイエンス入門(1 単位) 

情報Ⅰ(2 単位) 
情報Ⅰ(1 単位) 

SS 課題研究(2 単位) 同左［選択者のみ］ 
３年生 実践英語（1 単位）  
この科目は平成 30 年告示高等学校学習指導要領におけ

る科目「理数課題研究」に相当し、「総合的な探究の時間」

（2 単位）を代替することになる。 
研究をより深化させることを促す目的から、岡山大学・

広島大学・就実大学等の専門機関と適宜連携した。また、

次のようなポイントから、少人数グループもしくは個人で、

上の学年からある程度引き継いだ内容もしくは新たな内

容を研究課題として設定し、実施した。 
○少人数であれば、グループ内での協力や分担が可能で、

各自の主体的な活動もある程度求められる。 
○個人であれば、各自の興味関心に応じて研究を進めるこ

とができ、高いモチベーションと多様性を確保できる。 
○前年度の研究内容を引き継ぐことで、部活動のように学

年を超えた生徒のつながりが生まれ、上級生から下級生

への指導の場を設けることができる。 
○前年度の研究内容を参照することで、複数年かけて内容を深

め、ある程度の研究レベルを維持できる可能性が高くなる。 
○新たな研究内容を生徒の発想から掘り起こして着手する

ことで、研究への関わり方を深化することが期待できる。 
○新たな研究内容を開始することで、研究内容の多様化を

進めることができる。 
今年度は 4 人の担当教員によって、それぞれの専門性か

らグループに分け、その中で人数によってはさらに 1 もし

くは 2 人程度に分かれて計 15 テーマを展開した。今年度

の活動の流れは以下の通りであるが、これは第 4 期 SSH
を通じて同様であり、本校生徒を対象とした課題研究活動

において確立されたものである。 

三
学
期 

前
年
度 

・マインドマップ作成（テーマ探し） 
・研究倫理教育 
・研究情報検索手法 

一
学
期 

・テーマ設定 
・先行研究調査、実験計画立案 
・予備実験後、さらに本実験の計画立案 
・本実験及び得られたデータの考察① 

二
学
期 

・本実験及び得られたデータの考察② 
・課題研究中間報告（スライド資料作成） 
 本校主催「集まれ！理系女子 女子生徒によ
る科学研究発表交流会（オンサイト）」に参加 

・研究成果のブラッシュアップ 

三
学
期 

・本校主催「集まれ！理系女子 女子生徒によ
る科学研究発表交流会（オンライン）」に参加 

・本実験及び得られたデータの考察③ 
・課題研究成果報告（ポスター資料作成） 
 「SD・探究活動発表会」に参加 

※生物を対象とする研究は、日々の飼育も責任感を持って

あたらせ、研究材料を維持した。 
※研究の進捗や生データを記録しておくために、実験ノー

トを記入させた。 
※毎時間、研究ワークシートを作成・提出させる等、担当

教諭がそれぞれの研究グループの進捗状況をよく把握

することにより、生徒の主体的な活動を促す一方で、適

切な段階でアドバイスを与えた。 
※研究テーマによっては、長期休暇中に校外（県外含む）

でフィールドワークや研修を実施し、多くのデータを取

得する機会を設定した。 
※校内外の課題研究発表会に積極的に参加を促した。 

〔成績評価〕各指導担当者が以下の点において評価した。 

・知識・技能…自分の研究テーマに関する知識や実験技能

が備わっているかについて、授業時に各々の研究に関し

て話をしていく中で評価した。 
・思考・判断・表現…研究の仮説や考察など、課題研究と

して必要な思考力が備わっているかどうかについて評

価。また、発表時のプレゼン内容も評価に含めた。 
・主体的に学習に取り組む態度…授業中の研究への取り

組み状況や、研究発表会への参加状況等で評価。 
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【検証・評価】 
第 4 期 SSH における本科目の選択割合の変遷は 2021

年度 21%、2022 年度 21%、2023 年度 24%、2024 年度

26%、2025 年度 17%である。2025 年度の履修生徒に対す

るアンケート結果は以下の通りである。 

 

 

 
結果から、課題研究は生徒にとって極めて満足度の高い

活動であったことがわかる。探究活動がとても楽しかった

割合が 86.7%あり、大学等で研究をしてみたいという意欲

も非常に高い水準にある。生徒たちは単なる座学ではなく、

自ら手を動かし、試行錯誤する過程に大きな価値を感じて

いることが伺え、本科目の目標を達成しているものと考え

る。 
各種技能の伸びを実感している生徒が多数を占めてい

る。今年度も本校主催の他校も参加するオンサイト及びオ

ンラインでの研究発表会に履修生徒全員が参加し、さらに

年度末には全校生徒が参加する校内発表会にも参加した

上、各種学会などの団体が主催する校外での研究発表会に

も希望者が積極的に参加したことで、プレゼンテーション

能力の向上を生徒自身が感じ、それが自信に繋がり、次の

発表会に向けた研究の深化にも繋がったと言える。 
科学的な手法・思考力の伸びが高いことから、生徒たち

は「問いを立て、実験し、考察する」という科学の基本プ

ロセスを実体験として身につけることができたと言える。

また、外部発表会等での交流が、他者の視点を取り入れる

契機となり、メタ認知能力を高める効果も見られた。 
本授業は、生徒の科学的好奇心を刺激し、大学進学後の

研究活動に対する具体的なイメージと意欲を醸成するこ

とに成功している。特に楽しさと論理的手法の習得が両立

している点は、探究学習として非常に理想的な成果と言え

る。 
さらに、校外における研究発表の実績として、国際科学

技術フェア Regeneron ISEF 2025 への参加が特筆され

る。本校としては 2 年連続、通算 6 回目の ISEF 参加とな

り、課題研究の教育課程が着実に確立され、継続的に高い

水準の研究を生み出してきた成果であるといえる。こうし

た高い研究レベルとその実績が校内に共有されているこ

とは、履修生徒のみならず全校的な研究意欲の向上にも寄

与していると考えられる。 

  
ISEF2025会場内 発表ブース前 

  
英語でのプレゼン① 英語でのプレゼン② 

 
【今後の課題】 
 アンケート結果からは全体として高い満足度と学習効

果が確認できた一方で、実験・観察の技能の伸びについて

は、他の項目と比べてやや低い傾向が見られた。これは、

高度な実験や観察に挑戦したことで、生徒自身が自らの技

術的課題をより客観的に認識できるようになった結果と

も捉えられ、研究活動を通して自己評価力が育まれている

表れでもある。 
一方で、今後はこうした高度な研究に取り組む生徒をよ

り効果的に支援するため、計測機器の使用方法や専門的な

実験技術について、事前指導や技術支援を一層充実させて

いく必要がある。また、研究テーマの多様化・高度化に対

応するためには、教員間での連携をさらに深め、それぞれ

の専門性を生かしながら協力して指導に当たる体制づく

りも重要である。 
今後も、生徒がより高い水準の課題研究に主体的に取り

組めるよう、指導・支援体制の充実を図りながら、科学的

思考力や研究技能のさらなる向上を目指していきたい。 
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３－４ 総合的な探究の時間「発展探究」 

対象：特別進学・NDSU進学コース第２学年（２単位および随時） 

【仮  説】 

課題研究は、さまざまな教育内容が関連し、多くの力を

実践的に伸ばすことができる核となる活動である。その対

象分野を社会科学に広げることで科学課題研究を経験し

ない生徒にも課題解決型の課題研究を通じて、研究に対す

る姿勢や科学的な思考力を養成することができる。また、

自然科学・社会科学・人文科学に共通の基盤である問題発

見・解決能力、情報収集・処理能力を伸ばすことができる。 
 
【内容・方法】 
 高校 2 年生の総合的な探究の時間に位置付け、教科横断

的な講座選択制を採用している。令和 7 年度の講座は「地

域課題研究」「グローバル課題研究」「医療福祉課題研究」

「女性課題研究」である。全講座において課題研究を主軸

としたカリキュラムを展開している。 各講座では、本校

教員による指導に加え、連携大学の教授陣等から専門的な

助言・指導を受ける体制を構築しており、得られた知見は、

ポスターや論文として可視化し、研究成果として記録・蓄

積している。授業の特色は以下の通りである。 

〇横断的授業の開発 
2025（令和 7）年度から講座を横断した新たな取り組み

を実施している。具体的には、大学教員による探究手法の

ガイダンス、本校教員によるアンケート調査の手法指導、

図書館と連携した文献調査である。 

〇大学や企業、博物館との連携強化 
研究テーマの題材として、次世代型電動車いすや、アイ

ヌ関連書籍を提供していただいた。 
主な連携先：岡山ダイハツ販売株式会社、ウポポイ民族共

生象徴空間、近畿大学 等 

〇課題研究および探究活動の発表機会の創出 
中高生による日ごろの課題研究、探究活動の発表・発信

の場として、グローカル探究活動発表会を開催した。 
参加校数：5 校、発表件数：47 件、参加人数：119 名 

（うち発表者 96 名） 
 
(2) 各講座の取り組み（2025 年度受講者数・2024 年度受

講者数） 
「グローバル課題研究」（19 名・19 名） 
 自身の持つ疑問からテーマを設定し、グループまたは個

人による課題研究をおこなった。中間発表会においてノー

トルダム清心女子大学英語英文学科の教員から助言を受

けた。研究成果の集約として、課題研究内容を英文抄録

（Abstract）にまとめた。 
主な研究キーワード：グローバル、多文化受容、情報心理 

「医療福祉課題研究」（20 名・15 名） 

医療福祉分野からテーマを設定し、グループによる課題研

究をおこなった。川崎医療福祉大学と連携し、課題研究に

対する指導・助言を適宜いただいた。年度末には、同大学

の教員に向けた研究成果発表会を実施し、専門的フィード

バックを得る機会を設けた。 
主な研究キーワード：共生、地域課題、公衆衛生、予防医学 

「地域課題研究」（11 名・23 名） 
 NPO 法人や自治体等と幅広く連携し、個人による課題

研究をおこなった。文献調査に留まらず、積極的なフィー

ルドワーク（現地調査や関係者へのインタビュー）を活動

の核として展開した。 
主な研究キーワード：先住民、言語文化、地域再生、社会的包摂 

「女性課題研究」（8 名・19 名） 
 ジェンダーや女性に関する社会課題からテーマを設定

し、個人による課題研究をおこなった。ノートルダム清心

女子大学と連携し、課題研究に対する指導・助言をいただ

いた。 
主な研究キーワード：ジェンダー、ワークライフバランス、表象文化 
 
【検証・評価】 
今年度導入した講座横断的な指導プログラムにより、情

報の収集・分析および活用能力を養う指導体制の構築に一

定の成果が得られた。また、外部機関との連携や校外発表

を積極的に推進したことで、生徒は学術的かつ専門的な知

見を深めることができた。特に、本校主催の「グローカル

探究活動発表会」を中間発表の場として位置付けた試みは、

外部からの客観的な評価を得る貴重な機会となった。これ

により、生徒自身が研究の論理構成を適宜修正し、内容を

一層深化させるプロセスが確立された。さらに、本発表会

は学校の枠を超えた友好・仲間意識の構築も目的としてお

り、地域社会における探究活動のネットワーク構築の一助

を担った。全講座において校外発表への意欲が高まり、本

校生徒が参加した外部発表会の総数は昨年度（2024 年度）

の 3 件から 10 件へと大幅に増加した。各発表会において

も優秀な成績を収めるなど、本校の探究活動の質的向上が

実証された。 
 
【今後の課題】 
 課題研究に取り組む生徒層の拡大に伴い、指導の標準化

を図るためのルーブリック等を用いた評価手法の開発お

よび検証、研究成果や指導ノウハウを次年度以降へ引き継

ぐための体制整備が必要である。さらに、外部アセスメン

ト等の導入により、課題研究を通じた資質・能力の変容を

客観的・多角的に測定する評価システムの構築を検討して

いく。 
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３－５ 中学校課題探究 

対象：併設中学校（＝清心中学校）第３学年（１単位および随時） 

【仮  説】 

清心中学校では 1 年生から「探究学習」に取り組み、自

らテーマを決定し、様々な媒体で調べ、全体の場でプレゼ

ンテーションを行うための指導を行ってきた。「探究学習」

から「課題研究」へと発展させるためには、生徒が”答え

のない問い”を設定し、それに対するプロセスを決めてい

くこと、その活動を通して主体性を発揮し、他者と対話を

重ねて学びを深めることが必要である。理科・国語科・数

学科・英語科の教員が協力して授業を展開することによっ

て、教科横断的な視点にたった指導が可能となり、多面的

に学び、考える力を育成することができる。 
 

【内容・方法】 
(1) 活動の概要 
令和 5 年度より総合的な学習の時間において、複数教科

の教員が担当者として授業を行い、今年度も同様に実施し

た。個人の興味・関心に基づいたテーマの設定を行った後、

4～5 人のグループを作成し、話し合いを行うことで研究

テーマを決定した。実験方法の立案に加えて、研究倫理、

論理的な文章の作成方法、およびデータの統計的な処理方

法を指導した。授業時間に加え、休み時間や放課後の時間

を利用して研究を継続できるように指導した。 
(2) 年間の活動（1 学期に 11 時間、3 学期に 6 時間、計 17

時間の指導） 
回 内  容 
1 研究の導入・研究テーマ設定（興味関心の抽出） 
2 研究倫理について、先行研究の調べ方・文献引用説明 
3 データの活用を目的とした統計処理方法の説明① 
4 データの活用を目的とした統計処理方法の説明② 
5 論理的な文章のまとめ方の説明① 
6 論理的な文章のまとめ方の説明② 
7 研究テーマ設定・リサーチプラン作成（グループ） 
8 研究テーマ設定・リサーチプラン作成（グループ） 
9 研究テーマ設定・リサーチプラン作成（グループ） 

10 研究指導教員との研究テーマの共有 
11 研究指導教員との研究テーマの共有 
12 課題研究活動（実験の実施等） 
13 課題研究活動（実験の実施等） 
14 課題研究活動（実験の実施等） 
15 課題研究活動（実験の実施等）発表ポスター作成 
16 令和 7 年度 SD・探究活動発表会にてポスター発表 
個人の実験計画書の作成後、グループ内でのフラッシュ

トークを行い「実験を伴うこと」「自分たちの力で実施で

きること」を条件にして研究としてふさわしいテーマを複

数選出した。さらに、実験指導教員との話し合を重ね、１

つのテーマに絞った。今年度は他者と協力し合い活動を進

めていくことに重きを置き、実験計画の段階で自分の役割

を意識しながら、実験および発表のためのポスターの準備

に取り組んだ。最終的に、各グループが研究内容をまとめ、

google スライドを用いてポスター作成した。研究成果は

令和 7 年度 SD・探究活動発表会において発表を行った。

今年度の研究テーマは 18 テーマであった（テーマは第九

章 関係資料に掲載）。 

 
令和 7年度 SD・探究活動発表会での発表 

 
【検証・評価】 
実施後に行ったアンケートの結果から、「友人と協力し

て取り組むことができた」と答えた生徒が 95％以上と他

の項目よりも高い値となった。生徒の記述アンケートで

は、「生物の実験は計画通りにいかないことがわかった」

「思った結果にならなくても諦めずにやった」「データを

正確にとるのはとても困難」「実験結果だけでなく、実験

するまでの過程が大切だ」などの記述があり、探究のプロ

セス自体に対する難しさ楽しさに気づき、実験や観察の力

が伸びたと実感することに繋がったと思われる。 
令和 7 年度はアンケートの「科学への興味・関心」の項

目の数値が低かった。その要因として、テーマ設定時にお

ける実験手法や考察プロセスの検討不足により、計画通り

に研究が進まなかったこと挙げられる。また、研究テーマ

が教科書の枠組みを超えて多岐にわたったことで、生徒が

本来抱いていた「科学」のイメージと実際の活動に乖離が

生じたことも一因と考えられる。 
 
【今後の課題】 
複数教員が授業を行うことで、生徒の実態に合わせたき

め細かな指導が可能となった。グループ活動とすることで、

生徒ひとりひとりが自分の役割を理解し、他者と協働して

探究活動に取り組むことができた。一方で、授業時間が足

りない班も多く、年間を通したカリキュラムを確立し、授

業時間内で実験ができる機会を十分に確保していく必要

がある。 
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３－６ 学校設定科目「SS ゼミナール」 
対象：生命科学コース第１学年（随時）特別進学・NDSU進学コース第１学年希望者 

【仮  説】 

大学または研究施設において、高校で学習する内容より

も高度な内容の実験を、大学の教員や学生の指導の下で体

験することにより、科学分野に対する興味・関心を喚起す

ることに有効である。また、大学という場所に足を踏み入

れることで、進学を意識させ、主体的な進路選択と高校で

の学習に対する真摯な姿勢を養う。 
 
【内容・方法】 
第 3 期 SSH までは、広島大学大学院理学研究科及び甲

南大学フロンティアサイエンス学部等と連携した実習を

設定してきた。しかし、これまでは生物学中心の内容で設

定してきており、より生徒の科学に対する興味関心を拡げ

るためには、他の理系分野の内容も扱う必要があった。ゆ

えに、第 4 期 SSH から連携する大学の幅を拡げ、広島大

学（R3-5）、岡山大学（R3-5）、近畿大学（R4-5,7）、徳島

大学（R3）、徳島文理大学（R3,4,6,7）、関西大学（R4）、
大阪公立大学（R4-7）、関西学院大学（R5）、京都大学（R6）、
愛媛大学（R5-7）と連携してきた。また、令和 4 年度から

は生命科学コースの生徒に限らず、特別進学コース及び

NDSU 進学コースの生徒も希望すれば研修に参加できる

ようにし、さらに生命科学コースの生徒に対しては理科の

授業の一つとして単位化し、実習の取り組み状況、実習レ

ポート等から成績評価を行った。令和 7 年度に行った実習

の概要は以下のとおりである。 
（令和 7 年度） 
徳島文理大学：薬学及び化学について 
愛媛大学：環境 DNA 分析（海水の PCR 検査） 
近畿大学：未来をつくるエネルギー科学 
大阪公立大学：バイオマスエネルギーについての内容 
実習内容について連携先と相談を密に行い、より効果的

な実習の展開を目指した。各大学での取り組みについて順

に示す。 

(1) 徳島文理大学との連携  
徳島文理大学薬学部と連携した実習は、薬学及び化学に

ついて焦点をあてた内容を設定した。この実習では、来年

度に本校の生命科学コースに入学予定の生徒を対象とし、

科学に対する興味関心を早い段階で喚起することを目的

とした。実習内容は以下の通りである。 
実施日：2025 年 5 月 24 日 
場所：徳島文理大学徳島キャンパス 
講師：徳島文理大学薬学部 教授 深田俊幸 氏 
   徳島文理大学薬学部 教授 山本博文 氏 
   徳島文理大学薬学部 准教授 原貴史 氏 
内容：講義 「探究心」とは？：病気の発見と患者様との

交流から学んだこと 

実習① マジック反応をやってみよう。 
クスリの配合変化と化学反応の関係について 

実習② 高校生のための細胞バイオ実験入門 
～細胞と実験器具のリアル体験～ 

(2) 愛媛大学との連携 
愛媛大学社会連携推進機構南予水産研究センターと連

携した実習は、地域と連携した水産学の研究についての理

解を深める内容とし、施設見学並びに研究所で進めている

研究の紹介、養殖魚の味の官能評価を実施した。同大学内

で所属する先生及び TA の方々の指導の下で実施した。実

習内容は次の通りである。 
実施日：2025 年 8 月 20-22 日（2 泊 3 日） 
場所：愛媛大学南予水産研究センター西浦ステーション・ 

船越ステーション 
講師：愛媛大学南予水産研究センター教授 後藤理恵 氏 

愛媛大学南予水産研究センター准教授 斎藤大樹 氏 
内容：講義 センターについての紹介と研究内容の説明 
   見学 研究施設・実験水槽・養殖用生簀 

実習 環境 DNA 分析（海水の PCR 検査及びプランク

トン観察） 

(3) 近畿大学との連携  
近畿大学理工学部と連携した実習は、「生体信号の計測」

と「化学電池の作成」の 2 つである。エネルギーをテーマ

に基礎化学にとどまらず、医療にもつながる内容でした。

説明が非常に分かりやすく、現象の観察から考察まで深く

踏み込む内容であったため生徒は終始熱心に取り組んで

いた。実習内容は次の通りである。 
実施日：2025 年 12 月 18 日  
場所：近畿大学理工学部 
講師：近畿大学理工学部エネルギー物質学科 教授  

中井英隆 氏 
内容：講義 近畿大学理工学部の紹介 

実習 生態信号の計測、化学電池の作製 

(4) 大阪公立大学との連携 
大阪公立大学農学部と連携した実習は、微細藻類を活用

したバイオマスエネルギーの産生をテーマとしたもので

ある。バイオマスエネルギー研究の歴史についての理解を

深めるとともに、ミドリムシに含まれる油脂の抽出につい

て、同大学内で所属する先生及び TA の方々の指導の下で

実施した。また、同学部に所属する女性の大学生・大学院

生と交流を持つことで、身近な理系ロールモデルを提供し

た。実習内容は次の通りである。 
実施日：2025 年 12 月 19 日 
場所：大阪公立大学農学部 
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講師：大阪公立大学農学部生命機能化学科講師 中澤昌美氏 
内容：講義 ミドリムシを利用したバイオマスエネルギー

の研究や微細藻類が持つ力について 
実習 ユーグレナからのワックスエステルの抽出と 

薄層クロマトグラフィーによる可視化 
交流 理系女子大学院生チームである IRIS のメン

バーとの交流会 

  
徳島文理大学実習 愛媛大学実習① 

  
愛媛大学実習② 愛媛大学実習③ 

  
近畿大学実習 大阪公立大学実習 

 
【検証・評価】 
愛媛大学との連携講座における実施後のアンケート結

果を次に示す。このアンケート結果は、実習を通してどの

ような力が伸びたかを問うたものである。ほとんどの項目

で肯定的な回答をする生徒が 8 割を越えていた。実習を通

して得られたこのような力は、高 2 時に行う課題研究を進

めるうえで有用であるので、SS ゼミナールと課題研究と

のつながりが期待される結果であった。 

 

次に示すのは近畿大学との連携講座のアンケート結果

である。多くの項目で肯定的な回答が 8 割程度を越えてい

る。グループでの実習だったため、友人と協力して取り組

む姿勢に対する肯定的な回答率が高かった。 

 

次に示すのは大阪公立大学との連携講座のアンケート

結果である。こちらについても多くの項目で肯定的な回答

が 8 割を越えており、さらに非常に変化したと回答する生

徒の割合も半数程度いた。生徒にとって非常に有意義な実

習であったことが分かる。 
大阪公立大学での実習では、女子理系大学院生チーム

（IRIS）との交流会を行ったが、参加した生徒の 8 割が

「非常に満足」と回答しており、参加した全ての生徒が肯

定的な回答を行った。普段なかなか得ることが出来ない理

系での大学生活などの生の情報も得ることができ、貴重な

機会だったと考えられる。 

 
 
【今後の課題】 
 高大連携実習は、生徒の科学的な興味関心を高めること、

大学での学びをイメージさせるうえで非常に有効である。

今後もこれまでに培った連携体制を継続し、生徒にとって

より魅力的な内容にしていきたいと考えている。可能であ

れば、講義内容等も事前に把握し、生徒にとって理解しや

すいものが得られるかなど調整していきたい。 
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３－７ SS ゼミナール Jr. 
対象：併設中学校（＝清心中学校）１～３年生（随時） 

【仮  説】 

大学や県の研究所、自然保護センター等と連携し、様々

な分野の実習を行うことで、科学に対する幅広い興味関心

を高めることができる。また、ここで学んだ知識や、自然

環境に対する問題発見につながる多様な視点等を活用す

ることで、中学 3 年生で行う中学校課題探究の内容を充実

させることができる。 
 
【内容・方法】 
第 4 期 SSH を通して、物理分野、化学分野、地学分野、

生物・環境分野、情報分野、医療分野、その他の分野など、

幅広いテーマの実習を展開してきた。令和 7 年度の実施概

要は以下のとおりである。 
(1) 生物・環境分野 
①「岡山県自然保護センターでの環境学習」 
（中学 3 年生 77 名） 
岡山県自然保護センターの施設を利用して実習を行っ

た。野外における自然体験を含む環境学習を実施すること

で、日常において不足しがちな野外での自然体験を補い、

また、多様な視点から身近な環境について考える姿勢を育

むことをねらいとした。 
実施日：2025年4月28日  場所：岡山県自然保護センター 
内容：植物の多様性について、植物探索とスケッチ、水辺

の小動物の採取、採取した小動物の同定とその生態 
②「岡山県環境学習エコツアー・瀬戸内海の魅力発見コース」

（希望者：中学生 20 名＋高校生 7 名） 
 笠岡市白石島でトレッキングやシーカヤックを体験し、

日本最初の国立公園の一つとして指定された瀬戸内海国

立公園のすばらしい景観・自然を学ぶ。 
実施日：7 月 31 日(木) 
場所：白石島 
内容：トレッキング、シーカヤック体験 
③「真庭森林学習」 
（希望者：中学生 7 名＋地域の小中学生 15 名） 

 服部興業株式会社山林部と連携し、樹木に専用のロープ

を使って自分の力で登るツリークライミング体験を通じ

て、樹木について多面的に学ぶ。 
実施日：11 月 15 日(土) 
場所：服部興業株式会社 落合山林事務所の山林 
内容：ツリークライミング体験、コースター作り 
＊令和 7 年度子どもゆめ基金の助成を受けて実施 

(2) その他の分野 
「食育活動」（希望者：中学 21 名・高校 1・2 年 14 名） 
 慶應義塾大学と連係し、食事を科学的に知ることの重要さを

学ぶと同時に、心と体の健康や食品ロス、循環型社会、SDGsな
どに関心を持ち自身の問題として探究するきっかけとする。 

実施日：12 月 19 日（120 分） 
場所：本校料理教室 
内容：チョコレートコース  
講師：慶應義塾大学医学部 井上浩義氏 
   江崎グリコ株式会社 
 
【検証・評価】  
令和 7 年度の実施における、岡山県自然保護センターで

の環境学習後の生徒アンケート結果の概要は、以下のとお

りである。 
もともと小動物（昆虫・両生類・魚類）を好む生徒は全

体の約 3 割にとどまり、実習前には約 6 割の生徒が水辺

の小動物に直接触れることに抵抗を感じていた。一方、実

習後には約 4 割の生徒が「抵抗が減った」と回答してお

り、約 7 割の生徒が「これほど多くの動物を捕まえられる

とは思っていなかった」と答えた。また、初めて実物を見

た生物が多かったこともうかがえた。 
植物については、もともと好きだと答えた生徒は約 4 割

であったが、実習後には約 7 割の生徒が「実習前より植物

に対する知識が深まった」と回答した。 
以上のことから、野外で実際に観察し、触れながら学ぶ

体験は、生徒の自然環境に対する興味・関心を高めるとと

もに、多面的に自然を捉える視点を育むうえで有効であっ

たといえる。加えて、全体の 7 割以上の生徒が「楽しかっ

た」と回答しており、本実習が生徒にとって充実した学び

の機会となったことが確認できた。 
「食育活動」では、大学教員や企業の専門的な立場から

の講義や実習を通して、食に関する知識を単なる栄養や嗜

好の問題として捉えるのではなく、健康、環境、社会課題

など多面的な視点から考える姿勢を養うことができたと

考えられる。特に、食品をめぐる課題を自分自身の生活と

結び付けて考えることは、生徒の問題意識を高め、探究的

な学びへの導入としても有効であった。 
 

【今後の課題】 
 体験がその場限りの学びにとどまらず、中学校課題探究

へとより効果的につながるようにするためには、事前・事

後の学習を一層充実させる必要がある。具体的には、実習

前に各活動のねらいや着目点を明確に共有し、実習後には

観察・体験を通して得た気付きや疑問を整理し、自らの問

いへと発展させる振り返りの機会を設けることが重要で

ある。 
 希望制の活動については、参加人数に偏りが見られるも

のもあるため、生徒が参加しやすい実施時期や内容の工夫、

活動の魅力を伝える事前の周知の充実も課題である。 
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３－８ 科学系クラブ活動 
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オンサイト全国大会の実績

■女性研究者による講演
宮本 礼子氏（東京都立大学健康福祉学部作業療法学科 / 人間健康科学研究科作業療法科学域 准教授）

■参加者同士の交流会
当日参加した生徒は17の小グループに分かれて交流を行いました。各グループには東京都立大学や大阪公立大学の女性大学院生等も加わり、
研究の内容や進路・キャリアについて、自身の経験を交えながらお話しいただきました。

ポスター発表

宮本礼子氏による講演 参加者同士の交流会

■発表タイトル●2025　集まれ！理系女子　女子生徒による科学研究発表交流会　オンサイト全国大会
実施日：2025年11月23日（日）
場　所：東京都立大学 南大沢キャンパス
共　催：東京都立大学
協　力：文京学院大学女子高等学校　山脇学園高等学校
　　　　大阪公立大学女性研究者支援室女性研究者支援センター

参　加　者：生徒150名　教育関係者・その他51名
参加学校数：16校（中学・高校・大学含む）
発 表 件 数：96件

■発表タイトル 情報・工学数学 化学物理 生物 環境 その他 女性研究者

●普段は出会えない先生からたくさんの助言を頂かことができてとても良い経験になりまし
た。いい機会をありがとうございました！

●全国から志を同じくする理系女子が集結したこの会は、交流会として十分なものであった
と思う。また、純粋に同年代の人々の研究発表を見ることができたことは、研究を続ける上
で良い刺激となったと思う。

●たくさんの高校生の発表を聞けて、とても学びになりました。色々な質問やアドバイスを頂
き今後の研究に役立てていきたいです。

●知り合いがいない状態での参加だったため不安だったが、交流の時間を通して多くの人と
仲を深めることが出来て、大学でも理系女子でいる勇気が出た。出来ることなら2年生の
段階で出ていたかったと思うほど良い機会だった

●色んなテーマを持って自分の興味のあることについて探求していてとても感化されまし
た。身近な疑問を研究に結びつけることが出来る、高校生の発想力が素晴らしいと思いま
した。

●今年は発表時間だけでなく、ポスターを見るための時間が設けられているのが良いと思った。

●普段交流することのない他県の生徒の方とも交流することができただけでなく、大学院生
の方とも交流する事ができたので今後の研究だけでなく、進路についても考えることがで
きました。

●他校の方と積極的に交流することができて、様々なアイデアを膨らませることができまし
た。とても良い経験となりました。

●様々な研究が見られ、まだまだ見足りないなと感じました。しかし他の学校の同年代の人が
行った研究発表を見られる機会は決して多くないのでとても貴重な時間を過ごすことが出
来、光栄だと思いました。また、自分たちが発表し、それに対して質問が来る、という経験も
ためになりました。

●サイエンス交流会などで他校の生徒と話しているのみでは普段実感しない、「理系女子」の
良さを実感することができた上に、理系女子同士のコミュニティを構築する場となったの
で、この発表会に発表して本当に良かったと思う。今後も続いて欲しいです。

●発表会としての交流だけではなく、生徒同士の交流ができたことが非常に有意義であった
と思います。仲間がいるという感覚は意欲を高めてくれるものですので、今日を楽しむこと
ができたぶん、研究を続けていこうと思うことができました。発表につきましても、他分野
の方からの質問や意見が今後の研究に役立てることができると思います。本日参加するこ
とができてよかったです。

参加した感想を教えて下さい。

情報・工学数学 化学物理 生物 環境 その他 女性研究者

アンケート結果 （回答者107名） 全国大会に参加された皆さんに、大会終了後アンケートをとりました。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

●とてもそう思う ●そう思う ●どちらでもない ●あまり思わない ●思わない

午前中の講演について感想を教えて下さい。
（n=67 ）

●とても良かった ●良かった ●どちらでもない ●あまり良くなかった ●良くなかった

他校の発表を聞いて刺激を受けた

課題研究を続けていく参考になった

理系で頑張る気持ちが強まった

生徒はよく準備していた

生徒は意欲的に発表していた

他の学校の生徒との交流はよい刺激になる

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

●とてもそう思う ●そう思う ●どちらでもない ●あまり思わない ●思わない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全員の方に伺います。今回参加して良かった。

新しい水質の判別方法

ナゴヤダルマガエルの飼育環境を探る〜みんなで守るために最適な飼育方法とは〜

竹酢液の施用方法の違いがブルーベリー生育・土壌特性に及ぼす影響

植物にガラス！？イネ科植物のプラントオパールの形成におけるケイ素濃度の影響

ホヤ胚の形をつくるRNAは胚の後ろにどのようにして集まるか？

捕食者の選り好みが駆動するシアノバクテリアの多様な形態の進化

アクチン脱重合因子の欠損は葉の老化を促進する

“万能細胞”でネコを救え！ネコ iPS細胞の研究

MASLD患者の生活習慣と体組成および肝病態との関連

タンタルコンデンサのリサイクル過程において生成するCO2 の回収

燕の糞を用いた環境測定

コーヒーかすを土として利用する

山林火災における消火剤について

揺れない､ 倒れない、壊さない

使用済みMDF材の活用方法

折り紙を利用した靴の開発

ミルワームによる海洋マイクロプラスチックの生分解

食品廃棄物を用いた金属除去

水温がPLAの水中劣化に与える影響

屋外実験場の環境調査！〜オオイタサンショウウオは山脇で生きていけるのか⁉〜

アイトラッキングを用いた教室騒音化における集中力と視線挙動の分析

食品の色は我々にどのような影響を与えるのか

形と色で一目でわかる、安全のサイン！！

視覚に頼らないカーリング観戦ボード

ノートルダム清心学園清心女子高等学校　浅野史実加、河原朱莉（黒田聖子）

ノートルダム清心学園清心女子高等学校　杉井心珠（黒田聖子）

ノートルダム清心学園清心女子高等学校　宮城楽々（黒田聖子）

ノートルダム清心学園清心女子高等学校　小幡楓（田中福人）

東京都立大学理学研究科生命科学専攻修士課程2年　吉川歩実（髙鳥直士）

東京都立大学理学研究科生命科学専攻博士前期課程2年　甲斐光（立木佑弥）

大阪公立大学農学研究科応用生物化学専攻博士後期課程3年　松本朋子（稲田のりこ）

大阪公立大学獣医学研究科獣医学専攻博士後期課程2年　杉﨑皓子（鳩谷晋吾）

大阪公立大学生活科学研究科生活科学専攻博士前期課程2年　中尾安澄（羽生大記）

東京都立多摩科学技術高等学校　飯田恭加、雨宮一葉（森田直之）

東京都立多摩科学技術高等学校　桑山公花、向美羽、大島梨緖奈（吉本治）

東京都立多摩科学技術高等学校　川又咲織、田極歩実、沼生捺希（山木龍也）

山梨県立韮崎高等学校　市川萌夏（小田雄仁）

山脇学園高等学校　内田陽菜（小長谷洋介）

山脇学園高等学校　安中美乃（小長谷洋介）

山脇学園高等学校　佐藤響葉（小長谷洋介）

山脇学園高等学校　市原悠禾（竹村勇紀）

山脇学園高等学校　岡田菜々花（竹村勇紀）

山脇学園高等学校　都筑奈央加（小長谷洋介）

山脇学園中学校　大塚彩花、雲財悠、木村美織、野村彩衣、野口華（水津明穂）

文京学院大学女子高等学校　中西朱音、村山小夜、宇田川史織

ノートルダム清心学園清心女子高等学校　竹島優美（坂部高平）

ノートルダム清心学園清心女子高等学校　小川花桜（坂部高平）

東京都立多摩科学技術高等学校　田中蒼依（渡辺寿昭）
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オンサイト東海大会の実績

●2025　集まれ！理系女子　女子生徒による科学研究発表交流会
　オンサイト東海大会
実 施 日：2025年11月16日（日）
場　　所：静岡県コンベンションアーツセンター（グランシップ）
協　　力：学校法人静岡理工科大学 静岡北中学校・高等学校

参　加　者：生徒84名　教育関係者・その他12名
参加学校数：8校（高校・大学含む）
発 表 件 数：34件

喜多 隆介氏 （静岡大学名誉教授・静岡理工科大学特任教授）
小南 陽亮氏 （静岡大学教授）
延原 尊美氏 （静岡大学教授）
谷口 ジョイ氏 （静岡理工科大学教授）
吉川 尚子氏 （静岡理工科大学教授）
雪田 聡氏 （静岡大学准教授）
本多 和仁氏 （静岡大学准教授）
山岸 祐己氏 （静岡理工科大学准教授）
松本 美紀氏 （静岡理工科大学准教授）

河合 里紗氏 （奈良女子大学 理学部化学生物環境学科 化学コース 助教）
南 香名氏 （奈良女子大学 STEAM・融合教育開発機構 特任助教）
三藤 清香氏 （奈良女子大学 STEAM・融合教育開発機構 特任助教）
清水 園子氏 （愛媛大学南予水産研究センター 准教授）

河合 里紗氏 （奈良女子大学 理学部化学生物環境学科 化学コース 助教）

■研究アドバイザー

■発表タイトル 化学 生物 地学物理

■研究者との交流会
19名の研究者の方と各グループに分かれて交流

■研究アドバイザー

河合里紗氏による講演発表の様子

■女性研究者による講演

●新鮮な観点からの研究が行われていて興味深かった。大学の先生からの講演で述べられ
た考えは課題研究だけでなく今後の大学などでの研究でも活かしたい。

●自分で考えないようなことを沢山知ることができました。また、講演では、未来の自分の姿
を想像することができました。

●それぞれ色々な切り口で興味をもって研究されており、自信をもって発表しておられて感
銘を受けました。できるだけ多くの学生が将来理系女子として活躍してくれたら嬉しいで
す。oviceは初めて使いましたが、対面の会場のような聴講の仕方を体験できて、良いツー
ルだと思いました。対面の方が研究仲間を増やせるきっかけは多いと思うので、会場開催
も希望します。本日はありがとうございました。

●高校生の生徒の皆さんが身近な疑問に真摯に向き合って研究を実施し、しっかりと考え、
発表を行われており、とても素晴らしいと思いました。また、奈良女子大学の河合先生のご
講演も、これからのキャリアを考えるうえで、高校生の参考になったのではないかと思いま
す。今後も継続して実施していただければと存じます。

●大阪公立大学より女性研究者として発表に参加させていただきましたが、積極的に質問し
てくれて意欲を感じました。また、こちらの質問に対しても丁寧に答えており、主体的に活
動されていることが伝わってきました。高校でこのような機会があることは素晴らしいと
思います。今後もさらに活動の幅を広げていってほしいです。

●今回初めてこのような発表会に参加させていただいたが、オンラインだったのでいつ
もよりリラックスして発表できたし、聴けたのでとても参加しやすいイベントで参加で
きて良かったと思いました。自分の興味の持った発表に自由に聞きに行くのもありで
すが、ある程度主催者さんの方々でここの発表は絶対に聴くと指定した方が発表側も
暇にならずより深く交流できるのではないかと思いました。

●オンラインで参加できるため、多くの生徒が場所を気にせずに参加できる場として利
用させていただいています。また、多彩なテーマに触れる良い機会にもなっています。
ありがとうございました。

●理系と聞いていたので少し構えていたのですが、身近なちょっとした問題を化学の力
で面白く解決しようとするなど、テーマ設定から実験内容までおもしろいものが多く、
楽しんで他の班の発表を聞けました。校内でしか発表をしたことがなかったので少し
緊張しましたが、いい経験になりました。聞きに来てくれる人がいない時間が多く少し
悲しかったので、事前に各グループこのグループの発表は絶対聞くというのを運営側
の方々で指定してもいいのかなと思いました。ありがとうございました！

●大学の先生からの講義を聞けて、諦めないようにすることを学べ、論文を書くことで
後世に自分の名前や自分がしたことを残せると聞いて納得し、驚かされました。

●自分にはない視点で研究に関して助言いただけたのが嬉しかった。
●午前の部で担当していただいた教授の方が午後の部のポスター発表を見に来てくださり、助言をい
ただいたことで新しい考え方を見つけることが出来ました。とても楽しかったです。

●熱心に取り組んでいる生徒が多くて良かった。
●大学の先生から参考になる意見をいただけた。また、他の高校の方の研究について聞けて、どのよう
に実験を行なっているのかが分かって良かった。

参加した感想を教えて下さい。

●集まれ！理系女子　女子生徒による科学研究発表交流会
　オンライン全国大会
実 施 日：2026年2月7日（土）
システム：バーチャル会場（oVice）
共　　催：奈良女子大学STEAM・融合教育開発機構（RISE）
　　　　  愛媛大学ダイバーシティ推進本部ジェンダー協働推進センター

参　加　者：生徒57名　教育関係者・保護者17名
参加学校数：13校（中学・高校・大学含む）
発 表 件 数：29件

■発表タイトル 化学 生物 地学物理情報・工学 女性研究者その他

研究者との交流会 ポスター発表

アンケート結果

参加した感想を教えて下さい。アンケート結果

その他

オンライン全国大会の実績

水の相変化と循環を強化したヒートパイプを用いて稲作の高温障害を阻止する

エコカーと飛行機の動力のコラボレーションを目指して

ボール投げの記録を延ばすには

部屋を涼しくさせるには

食品廃棄物の抗菌成分の効果を高める

コーヒー粕の再生利用

草木染めにおける消臭効果

牛乳パックを和紙に再生

ハマグリの出す粘液糸とその成分について

ハマグリのキチン質添加による生分解性プラスチックの強度変化

竹酢液の施用方法の違いがブルーベリー生育・土壌特性に及ぼす影響

乳酸菌による蚕の腸活

外来カメ類が自然生態系に与える影響を多角的視点から検討する 

黄緑型ナミハダニに対するポポー葉の忌避効果の検証

ミドリゾウリムシの白化と走光性の関係

ドクダミチンキは植物にも万能なのか

城池親水公園　生物分布調査

音楽が植物に及ぼす影響

駿府城公園のお堀の水の色とプランクトンの関係

摘果みかんの応用

発芽試験による醤油もろみの肥料としての適正評価

臓器移植の未来と異種移植の可能性

周波数が植物に与える影響

イモリ・カエル・ウーパールーパーたちのいる位置は天気と関係があるのか

犬と猫の違い

オパールの合成

ダイラタンシー現象と地盤液状化防止の関連性

静岡の喫茶文化を取り戻そう

循環する紙、広がる未来

中河内特産品大豆「ここ豆くん」の知名度を高めたい

イベントでうど地域を活性

小学校で自転車の練習をしよう

誰もが働きやすい有度の町をつくろう

清水みなと祭りを広める

学校法人静岡理工科大学静岡北中学校・高等学校　安藤愛紗、佐藤茉愛沙、坂川紗香、岩井莉子、荒谷采那、古井美波（髙木裕司）

学校法人静岡雙葉学園｠静岡雙葉高等学校　谷悠加（吉澤雅登）

学校法人静岡雙葉学園｠静岡雙葉高等学校　松元理暖、倉光綾羽（吉澤雅登）

静岡市立城内中学校　比留間るり（増田浩）

静岡市立高等学校　村松環、榊原幸歩（仲村達弥）

学校法人静岡雙葉学園｠静岡雙葉高等学校　大内田理紗、岡村花奏、八木晴楽、大畑優（吉澤雅登）

学校法人静岡雙葉学園｠静岡雙葉高等学校　諏訪田和呼、伊藤沙恵、望月那未、梶山唯月（吉澤雅登）

静岡市立清水第七中学校　藤野朔羽、飯田麻友、瀧梨桜（太田康子）

三重県立桑名高等学校　黒宮一花、森田静月、嶋田花純、岩政美月（浦口真凜）

三重県立桑名高等学校　伊藤美陽、水谷蓮（浦口真凜）

ノートルダム清心学園清心女子高等学校　宮城楽々（黒田聖子）

ノートルダム清心学園清心女子高等学校　眞塩凛（池田理佐）

学校法人静岡理工科大学静岡北中学校・高等学校　足立陽愛、大村歩花、清水実和（本多安希雄）

学校法人静岡理工科大学静岡北中学校・高等学校　奥田絢音、和田有芽佳（塚越汐里）

学校法人静岡理工科大学静岡北中学校・高等学校　望月心愛、宮岡莉桜（塚越汐里）

静岡県立韮山高等学校　喜多村奈那、濱田心希、角田紬希（吉田亮佑）

静岡県立韮山高等学校　平井美桜、平田こと葉（吉田亮佑）

静岡市立高等学校　大江真悠乃、北澤小春（仲村達弥）

学校法人静岡雙葉学園｠静岡雙葉高等学校　下村珊瑚、近藤茜音（吉澤雅登）

学校法人静岡雙葉学園｠静岡雙葉高等学校　田中寧々、前田真呼、田呂丸颯音、原瑞希（吉澤雅登）

学校法人静岡雙葉学園｠静岡雙葉高等学校　鈴木颯乃、風間理咲子、鈴木和花、古瀬瑞紗姫（吉澤雅登）

学校法人静岡雙葉学園｠静岡雙葉高等学校　山田舞桜、金原幸咲（吉澤雅登）

学校法人静岡雙葉学園｠静岡雙葉高等学校　相澤里緒、望月美心、伊藤百霞、渡邊未桜子、河内こころ、冨澤優衣（吉澤雅登）

静岡市立城内中学校　渡邉寿鶴、那須野桃叶、久保村透香、佐々木美歩、望月綺夕（増田浩）

静岡市立城内中学校　村松紗（増田浩）

学校法人静岡理工科大学静岡北中学校・高等学校　西山明里、佐藤彩乃 、大澤実桜（内野和紀）

学校法人静岡雙葉学園｠静岡雙葉高等学校　山科宇宙、築地春歩（吉澤雅登）

静岡市立高等学校　檜皮葉月、新居千幸、 古牧楓、 柳本莉穂（仲村達弥）

静岡市立高等学校　関初華、灰掛みと、西貝夏実、野島花夏（仲村達弥）

静岡市立高等学校　北川和杷（仲村達弥）

静岡市立清水第七中学校　川﨑菜々彩、遠藤帆乃佳（太田康子）

静岡市立清水第七中学校　藤牧祈（太田康子）

静岡市立清水第七中学校　城内栞（太田康子）

静岡市立清水第七中学校　後藤沙希（太田康子）
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学校法人ノートルダム清心学園清心中学校清心女子高等学校
SSHホームページ :  https://www.nd-seishin-ssh.com/

令和 8年 3月発行
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